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(57)【要約】
【課題】給湯対象へ供給する高温水の量を増大できる給
湯装置を提供する。
【解決手段】給湯流路（40）は、前記タンク（30）の内
部に低温層（L）、中温層（M）、および高温層（H）を
形成した貯湯状態において、前記中温層（M）の水を前
記加熱部（13）で第１温度まで加熱して給湯対象（T）
へ供給する第１給湯運転を実行するように構成される
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
水を加熱する加熱部（13）と、該加熱部（13）で加熱した水を貯留するタンク（30）とを
有する給湯流路（40）を備えた給湯装置であって、
前記給湯流路（40）は、前記タンク（30）の内部に低温層（L）、中温層（M）、および高
温層（H）を形成した貯湯状態において、前記中温層（M）の水を前記加熱部（13）で第１
温度まで加熱して給湯対象（T）へ供給する第１給湯運転を実行するように構成されるこ
とを特徴とする給湯装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記第１給湯運転は、前記加熱部（13）で前記第１温度まで加熱した水を、前記タンク
（30）をバイパスさせて前記給湯対象（T）へ供給する動作を含むことを特徴とする給湯
装置。
【請求項３】
　請求項１において、
　前記第１給湯運転は、前記加熱部（13）で前記第１温度まで加熱した水を、前記タンク
（30）の高温層（H）を介して前記給湯対象（T）へ供給する動作を含むことを特徴とする
給湯装置。
【請求項４】
　請求項１又は２において、
　前記第１給湯運転は、前記加熱部（13）で加熱した水の少なくとも一部を、前記タンク
（30）をバイパスさせて前記給湯対象（T）へ供給すると同時に、前記タンク（30）の高
温層（H）の水を前記給湯対象（T）へ供給する動作を含むことを特徴とする給湯装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１つにおいて、
　前記タンク（30）の内部には、前記高温層（H）に対応する第１貯留部（36）と、前記
低温層（L）に対応する第２貯留部（34）と、前記中温層（M）に対応する中間貯留部（35
）とが形成され、
　前記給湯流路（40）は、
　　水源（S）と前記第２貯留部（34）とを連通する流入流路（41）と、
　　前記第１貯留部（36）と連通する流出流路（42）と、
　　前記中間貯留部（35）と前記加熱部（13）の流入側とを連通する第１加熱流路（43）
と、
　　前記加熱部（13）の流出側と前記流出流路（42）の流出端とを連通するバイパス流路
（61）と、
　　前記加熱部（13）の流出側と前記第１貯留部（36）とを連通する第１戻し流路（45）
と、
　　前記流出流路（42）及び前記バイパス流路（61）の各流量を少なくとも調節する第１
調節機構（53）とを有することを特徴とする給湯装置。
【請求項６】
　請求項５において、
　前記給湯流路（40）は、
　　前記加熱部（13）の流出側と前記中間貯留部（35）とを連通する第２戻し流路（46）
と、
　　前記第２貯留部（34）と前記加熱部（13）の流入側とを連通する第２加熱流路（44）
と、
　　前記加熱部（13）の流入側と、前記第１加熱流路（43）及び第２加熱流路（44）の一
方の連通状態を相互に切り換える第１切換機構（51）と、
　　前記加熱部（13）の流出側と、前記第１戻し流路（45）及び第２戻し流路（46）の一
方の連通状態を相互に切り換える第２切換機構（52）とを有することを特徴とする給湯装
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置。
【請求項７】
　請求項６において、
　前記給湯流路（40）は、前記中間貯留部（35）の中温層（M）の水を前記第２戻し流路
（46）、及び前記バイパス流路（61）を介して給湯対象（T）へ供給すると同時に前記タ
ンク（30）の高温層（H）の水を前記給湯対象（T）へ供給する第２給湯運転を実行するよ
うに構成されることを特徴とする給湯装置。
【請求項８】
　請求項６又は７において、
　前記給湯流路（40）は、前記第２貯留部（34）の前記低温層（L）の水を前記加熱部（1
3）で前記第１温度よりも低い第２温度まで加熱して給湯対象（T）へ供給すると同時に前
記タンク（30）の高温層（H）の水を前記給湯対象（T）へ供給する第３給湯運転を実行す
るように構成されることを特徴とする給湯装置。
【請求項９】
　請求項８において、
　前記第３給湯運転は、前記加熱部（13）で加熱した水の一部を前記中間貯留部（35）の
前記中温層（M）へ戻す動作を含むことを特徴とする給湯装置。
【請求項１０】
　請求項８又は９において、
　前記給湯対象（T）の必要熱量と、前記タンク（30）の蓄熱量とに基づいて、前記第１
給湯運転及び前記第３給湯運転のいずれを実行するか判定する判定部（29）を備えている
ことを特徴とする給湯装置。
【請求項１１】
　請求項１０において、
　前記給湯流路（40）は、前記中間貯留部（35）の中温層（M）の水を前記第２戻し流路
（46）、及び前記バイパス流路（61）を介して給湯対象（T）へ供給すると同時に前記タ
ンク（30）の高温層（H）の水を前記給湯対象（T）へ供給する第２給湯運転を実行するよ
うに構成され、
　前記判定部（29）は、前記給湯対象（T）の必要熱量と、前記タンク（30）の蓄熱量と
に基づいて、前記第１給湯運転、前記第２給湯運転、及び前記第３給湯運転のいずれを実
行するか判定することを特徴とする給湯装置。
【請求項１２】
　請求項５から１１のいずれか１つにおいて、
　前記給湯流路（40）は、前記第２貯留部（34）の前記低温層（L）の水を前記加熱部（1
3）で前記第１温度まで加熱して給湯対象（T）へ供給する第４給湯運転を実行するように
構成されることを特徴とする給湯装置。
【請求項１３】
　請求項１２において、
　前記タンク（30）の前記高温層（H）の水、及び前記中温層（M）の水が不足した状態に
おいて前記給湯対象（T）の需要があると、前記第４給湯運転を実行させる制御装置（25
）を備えている
　ことを特徴とする給湯装置。
【請求項１４】
　請求項５から１３のいずれか１つにおいて、
　前記給湯流路（40）は、
前記流出流路（42）の流出端と連通する第１給水路（63）と、
前記第１給水路（63）と前記給湯対象（T）とを連通する主給水路（65）と、
　　前記中間貯留部（35）と前記主給水路（65）の流入端とを連通する第２給水路（64）
と、
　　前記第１給水路（63）の流量、及び前記第２給水路（64）の流量のうち、少なくとも
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前記第２給水路（64）の流量を調節する第２調節機構（54）とを有することを特徴とする
給湯装置。
【請求項１５】
　請求項１４において、
　前記給湯流路（40）は、
　　前記流入流路（41）と前記第２給水路（64）と連通する第３給水路（66）と、
　　前記第２給水路（64）の流量、及び前記第３給水路（66）の流量のうち、少なくとも
前記第３給水路（66）の流量を調節する第３調節機構（55）とを有することを特徴とする
給湯装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、給湯装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１の給湯装置は、熱交換器（加熱部）と、熱交換器で加熱した水を貯留するタ
ンクとを備える。特許文献１には、タンク下部の水を熱交換器で加熱した後、加熱した水
を所定の給湯対象（風呂、シャワーなど）に供給する給湯流路が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３９２５４３３号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の記載のような給湯装置では、タンクの底部の低温の水を加熱部で高温まで
加熱し、給湯対象へ供給する運転が想定できる。この運転では、加熱部に流入する水と、
加熱部から流出する水の温度差が大きい。加熱部で低温の水を高温にまで加熱するために
は、加熱部を流れる水の流量を減らす必要がある。この結果、給湯対象から大量の高温水
の需要があった場合に、この需要に見合う十分な量の高温水を給湯対象へ供給できないと
いう問題があった。
【０００５】
　本開示の目的は、給湯対象へ供給する高温水の量を増大できる給湯装置を提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の態様は、水を加熱する加熱部（13）と、該加熱部（13）で加熱した水を貯留する
タンク（30）とを有する給湯流路（40）を備えた給湯装置であって、前記給湯流路（40）
は、前記タンク（30）の内部に低温層（L）、中温層（M）、および高温層（H）を形成し
た貯湯状態において、前記中温層（M）の水を前記加熱部（13）で第１温度まで加熱して
給湯対象（T）へ供給する第１給湯運転を実行するように構成されることを特徴とする給
湯装置である。
【０００７】
　第１の態様では、第１給湯運転において、タンク（30）内の中温層（M）の水が加熱部
（13）で第１温度まで加熱される。このため、加熱部（13）に流入する水と、加熱部（13
）から流出する水の温度差が小さくなる。従って、加熱部（13）で加熱される水の流量を
増大でき、給湯対象（T）へ供給される高温水の量を増大できる。
【０００８】
　第２の態様は、第１の態様において、前記第１給湯運転は、前記加熱部（13）で前記第
１温度まで加熱した水を、前記タンク（30）をバイパスさせて前記給湯対象（T）へ供給
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する動作を含むことを特徴とする給湯装置である。
【０００９】
　第２の態様では、第１給湯運転において、加熱部（13）で第１温度まで加熱された水が
、タンク（30）をバイパスする。これにより、加熱された水の熱が、タンク（30）におい
て放熱されることを抑制できる。
【００１０】
　第３の態様は、第１の態様において、前記第１給湯運転は、前記加熱部（13）で前記第
１温度まで加熱した水を、前記タンク（30）の高温層（H）を介して前記給湯対象（T）へ
供給する動作を含むことを特徴とする給湯装置である。
【００１１】
　第３の態様では、第１給湯運転において、加熱部（13）で第１温度まで加熱された水を
、タンク（30）内に溜めることができる。
【００１２】
　第４の態様は、第１又は２の態様において、前記第１給湯運転は、前記加熱部（13）で
加熱した水の少なくとも一部を、前記タンク（30）をバイパスさせて前記給湯対象（T）
へ供給すると同時に、前記タンク（30）の高温層（H）の水を前記給湯対象（T）へ供給す
る動作を含むことを特徴とする給湯装置である。
【００１３】
　第４の態様では、加熱部（13）で第１温度まで加熱された水が、タンク（30）をバイパ
スして給湯対象（T）へ供給される。加熱された水の熱が、タンク（30）において放熱さ
れることを抑制できる。加えて、タンク（30）内の高温層（H）に水を給湯対象（T）へ供
給することで、大量の高温水を給湯対象へ供給できる。
【００１４】
　第５の態様は、第１から４の態様のいずれか１つにおいて、前記タンク（30）の内部に
は、前記高温層（H）に対応する第１貯留部（36）と、前記低温層（L）に対応する第２貯
留部（34）と、前記中温層（M）に対応する中間貯留部（35）とが形成され、前記給湯流
路（40）は、水源（S）と前記第２貯留部（34）とを連通する流入流路（41）と、前記第
１貯留部（36）と連通する流出流路（42）と、前記中間貯留部（35）と前記加熱部（13）
の流入側とを連通する第１加熱流路（43）と、前記加熱部（13）の流出側と前記流出流路
（42）の流出端とを連通するバイパス流路（61）と、前記加熱部（13）の流出側と前記第
１貯留部（36）とを連通する第１戻し流路（45）と、前記流出流路（42）及び前記バイパ
ス流路（61）の各流量を少なくとも調節する第１調節機構（53）とを有することを特徴と
する給湯装置である。
【００１５】
　第５の態様では、第１給湯運転を実行するための給湯流路（40）が構成される。第１給
湯運転では、第１調節機構（53）によって、タンク（30）をバイパスして給湯対象（T）
へ供給される水量、及びタンク（30）の高温層（H）から給湯対象（T）へ供給される水量
が調節できる。
【００１６】
　第６の態様は、第５の態様において、前記給湯流路（40）は、前記加熱部（13）の流出
側と前記中間貯留部（35）とを連通する第２戻し流路（46）と、前記第２貯留部（34）と
前記加熱部（13）の流入側とを連通する第２加熱流路（44）と、前記加熱部（13）の流入
側と、前記第１加熱流路（43）及び第２加熱流路（44）の一方の連通状態を相互に切り換
える第１切換機構（51）と、前記加熱部（13）の流出側と、前記第１戻し流路（45）及び
第２戻し流路（46）の一方の連通状態を相互に切り換える第２切換機構（52）とを有する
ことを特徴とする給湯装置である。
【００１７】
　第６の態様では、第１給湯運転に加えて、他の複数の運転を実行するための給湯流路（
40）が構成される。
【００１８】
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　第７の態様は、第６の態様において、前記給湯流路（40）は、前記中間貯留部（35）の
中温層（M）の水を前記第２戻し流路（46）、及び前記バイパス流路（61）を介して給湯
対象（T）へ供給すると同時に前記タンク（30）の高温層（H）の水を前記給湯対象（T）
へ供給する第２給湯運転を実行するように構成されることを特徴とする給湯装置である。
【００１９】
　第７の態様では、第２戻し流路（46）が２つの流路として兼用される。第１に、第２戻
し流路（46）は、加熱部（13）で加熱した水を中温層（M）へ戻すための流路として用い
られる。第２に、第２戻し流路（46）は、第２給湯運転において、中温層（M）の中温水
を給湯対象（T）へ供給するための流路として用いられる。
【００２０】
　第８の態様は、第６又は第７の態様において、前記給湯流路（40）は、前記第２貯留部
（34）の前記低温層（L）の水を前記加熱部（13）で前記第１温度よりも低い第２温度ま
で加熱して給湯対象へ供給すると同時に前記タンク（30）の高温層（H）の水を前記給湯
対象（T）へ供給する第３給湯運転を実行するように構成されることを特徴とする給湯装
置である。
【００２１】
　第８の態様では、第３給湯運転において、低温水を加熱部（13）によって中温水まで加
熱し、加熱した中温水と高温層（H）の高温水とを給湯対象（T）へ供給できる。
【００２２】
　第９の態様は、第８の態様において、前記第３給湯運転は、前記加熱部（13）で加熱し
た水の一部を前記中間貯留部（35）の前記中温層（M）へ戻す動作を含むことを特徴とす
る給湯装置である。
【００２３】
　第９の態様では、第３給湯運転において、中温層（M）に中温水を溜めることができる
。
【００２４】
　第１０の態様は、第８又は９の態様において、前記給湯対象（T）の必要熱量と、前記
タンク（30）の蓄熱量とに基づいて、前記第１給湯運転及び前記第３給湯運転のいずれを
実行するか判定する判定部（29）を備えていることを特徴とする給湯装置である。
【００２５】
　第１０の態様では、給湯対象（T）の必要熱量、及びタンク（30）の蓄熱量に基づいて
、第１給湯運転又は第３給湯運転のいずれを実行するかを判定できる。
【００２６】
　第１１の態様は、第１０の態様において、前記給湯流路（40）は、前記中間貯留部（35
）の中温層（M）の水を前記第２戻し流路（46）、及び前記バイパス流路（61）を介して
給湯対象（T）へ供給すると同時に前記タンク（30）の高温層（H）の水を前記給湯対象（
T）へ供給する第２給湯運転を実行するように構成され、前記判定部（29）は、前記給湯
対象（T）の必要熱量と、前記タンク（30）の蓄熱量とに基づいて、前記第１給湯運転、
前記第２給湯運転、及び前記第３給湯運転のいずれを実行するか判定することを特徴とす
る給湯装置である。
【００２７】
　第１１の態様では、給湯対象（T）の必要熱量、及びタンク（30）の蓄熱量に基づいて
、第１給湯運転、第２給湯運転、及び第３給湯運転のいずれを実行するかを判定できる。
【００２８】
　第１２の態様は、第５から１１の態様のいずれか１つにおいて、前記給湯流路（40）は
、前記第２貯留部（34）の前記低温層（L）の水を前記加熱部（13）で前記第１温度まで
加熱して給湯対象（T）へ供給する第４給湯運転を実行するように構成されることを特徴
とする給湯装置である。
【００２９】
　第１２の態様では、第４給湯運転において、低温水を加熱部（13）によって高温水にま
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で加熱し、加熱した高温水を給湯対象（T）へ供給できる。
【００３０】
　第１３の態様は、第１２の態様において、前記タンク（30）の高温層（H）の水、及び
中温層（M）の水が不足した状態において給湯対象（T）の需要があると、前記第４給湯運
転を実行させる制御装置（25）を備えていることを特徴とする給湯装置である。
【００３１】
　第１３の態様では、タンク（30）の高温水及び低温水が不足する状態において、給湯対
象（T）の需要があると、制御装置（25）が第４給湯運転を実行させる。
【００３２】
　第１４の態様は、第５から第１３のいずれか１つの態様において、前記給湯流路（40）
は、前記流出流路（42）の流出端と連通する第１給水路（63）と、前記第１給水路（63）
と前記給湯対象（T）とを連通する主給水路（65）と、前記中間貯留部（35）と前記主給
水路（65）の流入端とを連通する第２給水路（64）と、前記第１給水路（63）の流量、及
び前記第２給水路（64）の流量のうち、少なくとも前記第２給水路（64）の流量を調節す
る第２調節機構（54）とを有することを特徴とする給湯装置である。
【００３３】
　第１４の態様では、中間貯留部（35）の中温層（M）の中温水を、第２給水路（64）、
及び主給水路（65）を経由して直接的に給湯対象（T）へ供給できる。第２調節機構（54
）により、中温層（M）から給湯対象（T）へ供給する中温水の量を調節できる。
【００３４】
　第１５の態様は、第１４の態様において、前記給湯流路（40）は、前記流入流路（41）
と前記第２給水路（64）と連通する第３給水路（66）と、前記第２給水路（64）の流量、
及び前記第３給水路（66）の流量のうち、少なくとも前記第３給水路（66）の流量を調節
する第３調節機構（55）とを有することを特徴とする給湯装置である。
【００３５】
　第１５の態様では、流入流路（41）の低温水を第３給水路（66）、第２給水路（64）、
及び主給水路（65）を経由して直接的に給湯対象（T）へ供給できる。第３調節機構（55
）によって、流入流路（41）から給湯対象（T）へ供給する低温水の量を調節できる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】図１は、実施形態に係る給湯ユニットの全体構成を示す配管系統図である。
【図２】図２は、タンク内の温度と、タンクの貯湯状態との関係を示すグラフである。
【図３】図３は、タンクの貯湯状態を模式的に示す図である。
【図４】図４は、給湯装置の概略の配管系統図であり、第１貯湯運転を示す。
【図５】図５は、給湯装置の概略の配管系統図であり、第２貯湯運転を示す。
【図６】図６は、給湯装置の概略の配管系統図であり、第３貯湯運転を示す。
【図７】図７は、給湯装置の概略の配管系統図であり、第１給湯運転を示す。
【図８】図８は、給湯装置の概略の配管系統図であり、第２給湯運転を示す。
【図９】図９は、給湯装置の概略の配管系統図であり、第３給湯運転を示す。
【図１０】図１０は、給湯装置の概略の配管系統図であり、第４給湯運転を示す。
【図１１】図１１は、変形例に係る給湯ユニットの全体構成を示す配管系統図である。
【図１２】図１２は、変形例の給湯装置の概略の配管系統図であり、第１給湯運転を示す
。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　以下、本開示の実施形態について図面を参照しながら説明する。なお、以下の実施形態
は、本質的に好ましい例示であって、本発明、その適用物、あるいはその用途の範囲を制
限することを意図するものではない。
【００３８】
　《実施形態》
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　本開示の給湯装置（20）は、ヒートポンプ式の給湯ユニット（1）に適用される。給湯
ユニット（1）は、水源（S）から供給された水を加熱し、加熱した温水をタンク（30）内
に貯留する。タンク（30）内の温水は所定の給湯対象（T）へ供給される。水源（S）は、
水が供給されるラインであり、上水道などを含む。給湯対象（T）は、温水が利用される
対象であり、シャワー、蛇口、浴槽などを含む。
【００３９】
　図１に示すように、給湯ユニット（1）は、熱源装置（10）と給湯装置（20）とコント
ローラ（25）とを有している。熱源装置（10）は、冷媒回路（11）を有している。給湯装
置（20）は、給湯流路（40）を有している。給湯流路（40）は、水源（S）と給湯対象（T
）との間に形成される水の流路である。給湯流路（40）は、給湯装置（20）の全体の水の
流路である。給湯ユニット（1）は、水熱交換器（13）を有している。冷媒回路（11）と
給湯流路（40）とは、水熱交換器（13）を介して互いに接続される。水熱交換器（13）は
、熱源装置（10）及び給湯装置（20）に兼用される。
【００４０】
　〈熱源装置〉
　熱源装置（10）は、温水を生成するための熱源である。熱源装置（10）の冷媒回路（11
）には、冷媒が充填される。冷媒としては、例えばフロン系の冷媒や、プロパンなどの自
然冷媒が用いられる。冷媒回路（11）では、冷媒が循環することで蒸気圧縮式の冷凍サイ
クルが行われる。厳密にいうと、冷媒回路（11）では、高圧の冷媒の圧力が臨界圧力より
も低い、いわゆる亜臨界サイクルが行われる。
【００４１】
　冷媒回路（11）は、圧縮機（12）、水熱交換器（13）、膨張弁（14）、及び空気熱交換
器（15）を有する。　
【００４２】
　圧縮機（12）は、低圧冷媒を吸入して圧縮する。圧縮機（12）は、高圧まで圧縮した冷
媒を吐出する。
【００４３】
　水熱交換器（13）は、給湯流路（40）の水を加熱する加熱部を構成する。水熱交換器（
13）は、冷媒流路（13a）と水流路（13b）とを有する。水熱交換器（13）は、冷媒流路（
13a）を流れる冷媒と、水流路（13b）を流れる水とを熱交換させる。水熱交換器（13）は
、冷媒が放熱する放熱器（凝縮器）を構成する。
【００４４】
　膨張弁（14）は、冷媒を減圧する減圧機構を構成する。膨張弁（14）は、高圧冷媒を低
圧冷媒まで減圧する。膨張弁（14）は、例えば電子膨張弁で構成される。
【００４５】
　空気熱交換器（15）は、空気と冷媒を熱交換させる。空気熱交換器（15）は、室外に設
置される。空気熱交換器（15）の近傍には、室外ファン（16）が設置される。室外ファン
（16）が搬送する空気が空気熱交換器（15）を通過する。空気熱交換器（15）では、冷媒
が室外空気から吸熱して蒸発する。空気熱交換器（15）は、蒸発器を構成する。
【００４６】
 〈給湯装置〉
　給湯装置（20）は、給湯流路（40）を備えている。給湯流路（40）は、水熱交換器（13
）、タンク（30）、及びポンプ（21）を有する。
【００４７】
　〈水熱交換器〉
　水熱交換器（13）の水流路（13b）は、給湯流路（40）に接続される。水熱交換器（13
）では、放熱する冷媒によって水が加熱される。
【００４８】
　〈タンク〉
　タンク（30）は、中空状の容器である。タンク（30）は、縦長円筒状に形成される。タ
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ンク（30）は、円筒状の胴部（31）と、該胴部（31）の下端側を閉塞する底部（32）と、
該胴部（31）の上端側を閉塞する頂部（33）とを有する。タンク（30）の内部には、水を
貯留する貯留部が形成される。具体的には、タンク（30）の内部には、その底部（32）か
ら頂部（33）に向かって順に、下部貯留部（34）、中間貯留部（35）、上部貯留部（36）
が形成される。上部貯留部（36）は、タンク（30）の上部に位置する第１貯留部である。
下部貯留部（34）は、タンク（30）の下部に位置する第２貯留部である。中間貯留部（35
）は、下部貯留部（34）と上部貯留部（36）との間に位置する。
【００４９】
　詳細は後述する第４貯湯状態（図３を参照）において、上部貯留部（36）には高温層（
H）が形成され、中間貯留部（35）には中間層（M）が形成され、下部貯留部（34）には低
温層（L）が形成される。高温層（H）、中温層（M）、及び低温層（L）では、それぞれ異
なる温度の水が貯留される。高温層（H）の水（高温水ともいう）の温度は、例えば約６
０℃である。中温層（M）の水（中温水ともいう）の温度は、例えば約４０℃である。低
温層（L）の水（低温水ともいう）の温度は、例えば約１０℃である。
【００５０】
　〈ポンプ〉
　ポンプ（21）は、給湯流路（40）の水を搬送する搬送装置である。ポンプ（21）は、主
加熱流路（47）に設けられる。
〈給湯流路〉
　給湯流路（40）は、流入管（41）、流出管（42）、第１加熱管（43）、第２加熱管（44
）、第１戻し管（45）、第２戻し管（46）、及び主加熱流路（47）、第１三方弁（51）、
及び第２三方弁（52）を有する。
【００５１】
　流入管（41）は、水源（S）と下部貯留部（34）とを連通する流入流路である。流入管
（41）の流入端は、例えば上水道の配管に接続する。流入管（41）の流出端は、タンク（
30）の底部（32）に接続する。流入管（41）は、水源（S）の低温水をタンク（30）へ適
宜供給する。具体的には、タンク（30）の水が給湯対象（T）へ供給されると、タンク（3
0）の内圧が低下する。これに伴い、水源（S）とタンク（30）との圧力差が増大し、水源
（S）の低温水が流入管（41）を介してタンク（30）へ補充される。
【００５２】
　流出管（42）は、上部貯留部（36）と給湯対象（T）とを連通する流出流路である。流
出管（42）の流入端は、タンク（30）の頂部（33）に接続する。流出管（42）の流出端は
、第１混合弁（53）に接続する。
【００５３】
　第１加熱管（43）は、中間貯留部（35）と水熱交換器（13）の流入側とを連通する第１
加熱流路である。第１加熱管（43）の一端は、第２戻し管（46）の途中に接続する。第２
加熱管（44）の他端は、第１三方弁（51）の第１ポートに接続する。
【００５４】
　第２加熱管（44）は、下部貯留部（34）と水熱交換器（13）の流入側とを連通する第２
加熱流路である。第２加熱管（44）の一端は、タンク（30）の底部（32）に接続する。第
２加熱管（44）の他端は、第１三方弁（51）の第２ポートに接続する。
【００５５】
　なお、第２加熱管（44）の一端をタンク（30）の底部（32）に接続するのではなく、流
入管（41）に直接接続してもよい。そうすることで、タンク（30）内の下部貯留部（34）
の水を、流入管（41）、第２加熱管（44）の順に引き込むことができる。その結果、タン
ク（30）に接続される配管の数を減らすことができ、タンク（30）の構造を簡素化できる
。
【００５６】
　第１戻し管（45）は、水熱交換器（13）の流出側と上部貯留部（36）とを連通する第１
戻し流路である。第１戻し管（45）の一端は、タンク（30）の頂部に接続する。第１戻し
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管（45）の他端は、第２三方弁（52）の第１ポートに接続する。
【００５７】
　第２戻し管（46）は、水熱交換器（13）の流出側と中間貯留部（35）とを連通する第２
戻し流路である。第２戻し管（46）の一端は、タンク（30）の胴部（31）に接続する。第
２戻し管（46）の他端は、第２三方弁（52）の第２ポートに接続する。
【００５８】
　主加熱流路（47）は、水熱交換器（13）が設けられる流路である。主加熱流路（47）の
途中には、水熱交換器（13）の水流路（13b）が接続される。主加熱流路（47）の一端は
、第１三方弁（51）の第３ポートに接続する。主加熱流路（47）の他端は、第２三方弁（
52）の第３ポートに接続する。主加熱流路（47）には、水熱交換器（13）の上流側にポン
プ（21）が設けられる。
【００５９】
　第１三方弁（51）は、水熱交換器（13）の流入側と、第１加熱管（43）及び第２加熱管
（44）の一方の連通状態を相互に切り換える第１切換機構である。第１三方弁（51）は、
第１ポート、第２ポート、及び第３ポートを有する。第１三方弁（51）は、第１状態（図
１の実線で示す状態）と、第２状態（図１の破線で示す状態）とに切り換えられる。
【００６０】
　第１状態の第１三方弁（51）は、第３ポートと第１ポートとを連通し、第３ポートと第
２ポートを遮断する。具体的には、第１状態の第１三方弁（51）は、水熱交換器（13）の
流入側と、第１加熱管（43）とを連通し、水熱交換器（13）の流入側と第２加熱管（44）
とを遮断する。
【００６１】
　第２状態の第１三方弁（51）は、第３ポートと第２ポートとを連通し、第３ポートと第
１ポートとを遮断する。具体的には、第２状態の第１三方弁（51）は、水熱交換器（13）
の流入側と第２加熱管（44）とを連通し、水熱交換器（13）の流入側と第１加熱管（43）
とを遮断する。
【００６２】
　第２三方弁（52）は、水熱交換器（13）の流出側と、第１戻し管（45）及び第２戻し管
（46）の一方の連通状態を相互に切り換える第２切換機構である。第２三方弁（52）は、
第１ポート、第２ポート、及び第３ポートを有する。第２三方弁（52）は、第１状態（図
１の実線で示す状態）と、第２状態（図１の破線で示す状態）とに切り換えられる。
【００６３】
　第１状態の第２三方弁（52）は、第３ポートと第１ポートとを連通し、第３ポートと第
２ポートを遮断する。具体的には、第１状態の第１三方弁（51）は、水熱交換器（13）の
流出側と、第１戻し管（45）とを連通し、水熱交換器（13）の流出側と第２戻し管（46）
とを遮断する。
【００６４】
　第２状態の第２三方弁（52）は、第３ポートと第２ポートとを連通し、第３ポートと第
１ポートとを遮断する。具体的には、第２状態の第２三方弁（52）は、水熱交換器（13）
の流出側と第２戻し管（46）とを連通し、水熱交換器（13）の流出側と第１戻し管（45）
とを遮断する。
【００６５】
　給湯流路（40）は、バイパス流路（61）、分岐流路（62）、第１給水路（63）、第２給
水路（64）、主給水路（65）、第１混合弁（53）、及び第２混合弁（54）を有する。
【００６６】
　バイパス流路（61）は、水熱交換器（13）で加熱した水を、タンク（30）をバイパスさ
せて給湯対象（T）へ供給する流路である。バイパス流路（61）の一端は、主加熱流路（4
7）の流出端に接続する。バイパス流路（61）の他端は、第１混合弁（53）に接続する。
【００６７】
　分岐流路（62）は、水熱交換器（13）で加熱した水の一部が分流可能な流路である。分
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岐流路（62）の一端は、主加熱流路（47）の流出端に接続する。分岐流路（62）の他端は
、第２三方弁（52）の第３ポートに接続する。本例では、水熱交換器（13）で加熱した水
の全部又は一部がバイパス流路（61）を流れる。水熱交換器（13）で加熱した水の残りが
分岐流路（62）を流れる。
【００６８】
　第１給水路（63）は、バイパス流路（61）及び流出管（42）の流出側に接続する。第１
給水路（63）の一端は、第１混合弁（53）に接続する。第１給水路（63）の他端は、第２
混合弁（54）に接続する。
【００６９】
　第２給水路（64）は、水源（S）の水を給湯対象（T）へ直接的に送る流路である。第２
給水路（64）の一端は、流入管（41）に接続する。第２給水路（64）の他端は、第２混合
弁（54）に接続する。
【００７０】
　主給水路（65）は、所定温度に調節された水を給湯対象（T）へ送る流路である。主給
水路（65）の一端は、第２混合弁（54）に接続する。主給水路（65）の他端は、所定の給
湯対象（T）と連通する。
【００７１】
　第１混合弁（53）は、バイパス流路（61）、流出管（42）、及び主給水路（65）に接続
される。第１混合弁（53）は、バイパス流路（61）及び流出管（42）の水の混合比率を調
節する。第１混合弁（53）で混合された水は、第１給水路（63）に流出する。
【００７２】
　第１混合弁（53）は、バイパス流路（61）の水の流量と、流出管（42）の水の流量とを
調節する第１調節機構である。第１混合弁（53）は、バイパス流路（61）の流出端と、流
出管（42）の流出端とをそれぞれ開閉可能に構成される。第１混合弁（53）により、バイ
パス流路（61）の水の流量が調節されると、分岐流路（62）、ひいては第１戻し管（45）
を流れる流量が調節される。第１混合弁（53）は、第１戻し管（45）の流量の調節にも利
用される。
【００７３】
　第２混合弁（54）は、第１給水路（63）、第２給水路（64）、及び主給水路（65）に接
続される。第２混合弁（54）は、第１給水路（63）及び第２給水路（64）の水の混合比率
を調節する。第２混合弁（54）で混合された水は、主給水路（65）に流出する。第２混合
弁（54）は、第１給水路（63）の水の流量と、第２給水路（64）の水の流量とを調節する
。第２混合弁（54）は、第１給水路（63）の流出端と、第２給水路（64）の流出端とをそ
れぞれ開閉可能に構成される。
【００７４】
　〈温度センサ〉
　タンク（30）の内部には、第１温度センサ（71）と第２温度センサ（72）とが設けられ
る。第１温度センサ（71）は、高温層（H）に対応する上部貯留部（36）に配置される。
第１温度センサ（71）は、上部貯留部（36）における水の温度（第１検出温度（T1））を
検出する。第２温度センサ（72）は、中温層（M）に対応する中間貯留部（35）に配置さ
れる。第２温度センサ（72）は、中間貯留部（35）における水の温度（第２検出温度（T2
））を検出する。
【００７５】
　主加熱流路（47）には、第３温度センサ（73）が設けられる。第３温度センサ（73）は
、主加熱流路（47）における水熱交換器（13）の流出部に設けられる。第３温度センサ（
73）は、水熱交換器（13）の水流路（13b）の出口の水の温度（以下、出口温度（To）と
もいう）を検出する。
【００７６】
　〈コントローラ〉
　コントローラ（25）は、熱源装置（10）及び給湯装置（20）を制御する制御装置である
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。コントローラ（25）は、マイクロコンピュータと、該マイクロコンピュータを動作させ
るためのソフトウエアを格納するメモリディバイス（具体的には半導体メモリ）とを有す
る。
【００７７】
　厳密には、コントローラ（25）は、圧縮機（12）、膨張弁（14）、及び室外ファン（16
）を制御する。コントローラ（25）は、ポンプ（21）、第１三方弁（51）、第２三方弁（
52）、第１混合弁（53）、及び第２混合弁（54）を制御する。コントローラ（25）は、給
湯流路（40）を制御することで、各種の運転を切り換える。
【００７８】
　コントローラ（25）は、入力部（26）、設定部（27）、温度判定部（28）、及び需要判
定部（29）を含む。
【００７９】
　入力部（26）には、給湯対象（T）の給湯の需要を示す信号が入力される。例えばユー
ザが操作部を操作することで、操作部から入力部（26）に信号が入力される。
【００８０】
　設定部（27）には、第１設定温度（Ts1）、第２設定温度（Ts2）、給湯設定温度（Ths
）、第１目標温度（To1）、及び第２目標温度（To2）が設定される。第１設定温度（Ts1
）は、タンク（30）の上部貯留部（36）に高温層（H）が存在するか否かを判定するため
の温度である。第２設定温度（Ts2）は、タンク（30）の中間貯留部（35）に中温層（M）
が存在するか否かを判定するための温度である。給湯設定温度（Ths）は、給湯対象（T）
へ供給される水の目標温度である。
【００８１】
　第１設定温度（Ts1）及び第２設定温度（Ts2）は、給湯ユニット（1）の据え付け時に
予め設定される固定値であってもよい。第１設定温度（Ts1）及び第２設定温度（Ts2）は
、ユーザによって適宜変更できる変動値であってもよい。第１設定温度（Ts1）及び第２
設定温度（Ts2）は、給湯ユニット（1）の日々の使用状況に基づいて、いわゆる学習制御
によって決定される値であってもよい。具体的には、学習制御では、ユーザが使用する給
湯対象（T）の種類や、ユーザが適宜設定する給湯設定温度（Ths）などに基づいて、第１
設定温度（Ts1）及び第２設定温度（Ts2）の最適値が求められる。
【００８２】
　温度判定部（28）は、タンク（30）の貯湯状態を判定する。温度判定部（28）は、第１
検出温度（T1）、第２検出温度（T2）、第１設定温度（Ts1）、及び第２設定温度（Ts2）
に基づいて、タンク（30）の貯湯状態を判定する。この判定方法の詳細は後述する。
【００８３】
　需要判定部（29）は、給湯対象（T）に供給すべき必要熱量（Qd）と、タンク（30）内
の蓄熱量を求める。需要判定部（29）は、これらの指標に基づいて、どの給湯運転を実行
するかを判定する。
【００８４】
　－運転動作－
　給湯ユニット（1）の運転動作について詳細に説明する。給湯ユニット（1）は、貯湯運
転と給湯運転とを実行する。貯湯運転は、水熱交換器（13）で加熱した水をタンク（30）
内に蓄える運転である。貯湯運転は、基本的には給湯対象（T）の需要がない状態で実行
される。貯湯運転では、給湯対象（T）に温水が供給されない。貯湯運転は、詳細な後述
する第１貯湯運転、第２貯湯運転、第３貯湯運転を含む。
【００８５】
　給湯運転は、タンク（30）内の温水、及び水熱交換器（13）で加熱した温水の少なくと
も一方を給湯対象（T）へ供給する運転である。給湯運転は、給湯対象（T）の需要がある
ときに実行される。給湯運転は、詳細は後述する第１給湯運転、第２給湯運転、第３給湯
運転、及び第４給湯運転を含む。
【００８６】
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　〈貯湯状態の判定〉
　給湯ユニット（1）では、タンク（30）の貯湯状態が適宜判定される。貯湯運転では、
貯湯状態の判定結果に基づいて各貯湯運転が切り換えられる。貯湯状態の判定方法につい
て、図１～図３を参照しながら説明する。
【００８７】
　貯湯状態の判定は、タンク（30）内の高温貯湯量及び低温貯湯量に基づいて判定される
。具体的には、タンク（30）の貯湯状態は、第１検出温度（T1）、第２検出温度（T2）、
第１設定温度（Ts1）、及び第２設定温度（Ts2）に基づいて判定される。第１設定温度（
Ts1）は、第１検出温度（T1）と比較される設定値である。第１設定温度（Ts1）は、高温
層（H）に対応する高温水の温度（例えば６０℃）に設定される。第２設定温度（Ts2）は
、第２検出温度（T2）と比較される設定値である。第２設定温度（Ts2）は、中温層（M）
に対応する中温水の温度（例えば４０℃）に設定される。温度判定部（28）は、以下のよ
うにして、タンク（30）の貯湯状態が、第１貯湯状態、第２貯湯状態、第３貯湯状態、及
び第４貯湯状態のいずれであるかを判定する。
【００８８】
 ［第１貯湯状態］
　第１検出温度（T1）が第１設定温度（Ts1）未満であり、且つ第２検出温度（T2）が第
２設定温度（Ts2）未満である場合、第１貯湯状態と判定される。第１貯湯状態は、タン
ク（30）の高温貯湯量が不足し、中温貯湯量が不足した状態である。従って、第１貯湯状
態では、タンク（30）内に低温層（L）が形成される。
【００８９】
　［第２貯湯状態]
　第１検出温度（T1）が第１設定温度（Ts1）以上であり、且つ第２検出温度（T2）が第
２設定温度（Ts2）未満である場合、第２貯湯状態と判定される。第２貯湯状態は、タン
ク（30）の高温貯湯量が充足し、中温貯湯量が不足した状態である。従って、第２貯湯状
態では、タンク（30）内に高温層（H）及び低温層（L）が形成される。
【００９０】
　［第３貯湯状態］
　第１検出温度（T1）が第１設定温度（Ts1）未満であり、且つ第２検出温度（T2）が第
２設定温度（Ts2）以上である場合、第３貯湯状態と判定される。第３貯湯状態は、タン
ク（30）の高温貯湯量が不足し、中温貯湯量が充足した状態である。従って、第３貯湯状
態では、タンク（30）内に中温層（M）が形成される。
【００９１】
　［第４貯湯状態］
　第１検出温度（T1）が第１設定温度（Ts1）以上であり、且つ第２検出温度（T2）が第
２設定温度（Ts2）以上である場合、第４貯湯状態と判定される。第４貯湯状態は、タン
ク（30）の高温貯湯量が充足し、中温貯湯量が充足した状態である。従って、第４貯湯状
態では、タンク（30）内に高温層（H）、中温層（M）、及び低温層（L）が形成される。
【００９２】
　〈貯湯運転〉
　貯湯運転について詳細に説明する。貯湯運転は、第１貯湯運転、第２貯湯運転、及び第
３貯湯運転のいずれか実行される。各貯湯運転では、図１に示す熱源装置（10）が運転さ
れ、且つポンプ（21）がＯＮされる。
【００９３】
　貯湯運転中の熱源装置（10）の運転時には、圧縮機（12）が駆動され、膨張弁（14）の
開度が調節される。冷媒回路（11）では、冷凍サイクルが行われる。具体的には、圧縮機
（12）で圧縮された冷媒は、水熱交換器（13）の冷媒流路（13a）を流れる。水熱交換器
（13）では、冷媒流路（13a）の水が水流路（13b）の水に放熱する。その結果、冷媒流路
（13a）の冷媒が凝縮する。水熱交換器（13）で放熱した冷媒は、膨張弁（14）で減圧さ
れた後、空気熱交換器（15）を流れる。空気熱交換器（15）では、冷媒が空気熱交換器（
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15）で蒸発する。蒸発した冷媒は、圧縮機（12）に吸入される。
【００９４】
　貯湯運転中の給湯装置（20）では、ポンプ（21）が運転される。タンク（30）内の水は
、水熱交換器（13）で加熱された後、タンク（30）に戻る。
【００９５】
　貯湯運転では、水熱交換器（13）の水流路（13b）を流出した水が所定温度になるよう
に給湯ユニット（1）が制御される。具体的には、貯湯運転では、第３温度センサ（73）
で検出した水流路（13b）の出口温度（To）を目標温度に近づける制御が行われる。具体
的には、出口温度（To）は、熱源装置（10）の加熱能力、水流路（13b）の水の流量に基
づいて調節される。
【００９６】
　［第１貯湯運転］
　給湯対象（T）の需要がない状態において、タンク（30）が第１貯湯状態と判定される
と、図４に示す第１貯湯運転が実行される。換言すると、タンク（30）の高温貯湯量及び
中温貯湯量が不足する状態において、第１貯湯運転が実行される。第１貯湯運転は、低温
水を高温水まで加熱し、加熱した高温水をタンク（30）に蓄える運転である。
【００９７】
　第１貯湯運転では、熱源装置（10）が運転される。第１三方弁（51）が第２状態に、第
２三方弁（52）が第１状態になる。第１混合弁（53）は、流出管（42）及びバイパス流路
（61）の各流出端を閉鎖する。第２混合弁（54）は、第１給水路（63）及び第２給水路（
64）の各流出端を閉鎖する。
【００９８】
　ポンプ（21）が運転されると、タンク（30）内の下部貯留部（34）の低温水が第２加熱
管（44）に流出する。この水は水熱交換器（13）の水流路（13b）を流れ、高温水にまで
加熱される。第１貯湯運転では、出口温度（To）を第１目標温度（To1）（第１温度）に
近づける制御が行われる。第１目標温度（To1）は、設定部（27）に設定された給湯設定
温度（Ths）以上の所定温度である。第１目標温度（To1）は、設定部（27）に設定された
第１設定温度（Ts）以上の所定温度であるのが好ましい。
【００９９】
　水熱交換器（13）で第１目標温度（To1）まで加熱された高温水は、分岐流路（62）及
び第１戻し管（45）を流れ、タンク（30）の上部貯留部（36）に流入する。
【０１００】
　以上のような第１貯湯運転により、タンク（30）内に高温層（H）が形成されていく。
このようにタンク（30）内に高温水を優先的に溜めることで、給湯対象（T）の給湯の需
要に対応できる。
【０１０１】
　［第２貯湯運転］
　給湯対象（T）の需要がない状態において、タンク（30）が第２貯湯状態と判定される
と、図５に示す第２貯湯運転が実行される。換言すると、タンク（30）の高温貯湯量が充
足し、中温貯湯量が不足する状態において、第２貯湯運転が実行される。第２貯湯運転は
、低温水を中温水まで加熱し、加熱した中温水をタンク（30）に蓄える運転である。
【０１０２】
　第２貯湯運転では、熱源装置（10）が運転される。第１三方弁（51）が第２状態に、第
２三方弁（52）が第２状態になる。第１混合弁（53）は、流出管（42）及びバイパス流路
（61）の各流出端を閉鎖する。第２混合弁（54）は、第１給水路（63）及び第２給水路（
64）の各流出端を閉鎖する。
【０１０３】
　ポンプ（21）が運転されると、タンク（30）内の下部貯留部（34）の低温水が第２加熱
管（44）に流出する。この水は水熱交換器（13）の水流路（13b）を流れ、中温水にまで
加熱される。第２貯湯運転では、出口温度（To）を第２目標温度（To2）（第２温度）に
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近づける制御が行われる。第２目標温度（To2）は、設定部（27）に設定された給湯設定
温度（Ths）より低い所定温度である。第２目標温度（To2）は、設定部（27）に設定され
た第２設定温度（Ts）以上の所定温度であるのが好ましい。
【０１０４】
　水熱交換器（13）で第２目標温度（To2）まで加熱された中温水は、分岐流路（62）及
び第２戻し管（46）を流れ、タンク（30）の中間貯留部（35）に流入する。
【０１０５】
　以上のような第２貯湯運転により、タンク（30）内に中温層（M）が形成されていく。
これにより、タンク（30）内では、高温層（H）、中温層（M）、及び低温層（L）が形成
される。従って、タンク（30）の貯湯状態を速やかに第４貯湯状態（図３を参照）に移行
させることができる。
【０１０６】
　［第３貯湯運転］
　給湯対象（T）の需要がない状態において、タンク（30）が第３貯湯状態と判定される
と、図６に示す第３貯湯運転が実行される。換言すると、タンク（30）の高温貯湯量が不
足し、中温貯湯量が充足する状態において、第３貯湯運転が実行される。第３貯湯運転は
、中温水を高温水まで加熱し、加熱した高温水をタンク（30）に蓄える運転である。
【０１０７】
　第３貯湯運転では、熱源装置（10）が運転される。第１三方弁（51）が第１状態に、第
２三方弁（52）が第１状態になる。第１混合弁（53）は、流出管（42）及びバイパス流路
（61）の各流出端を閉鎖する。第２混合弁（54）は、第１給水路（63）及び第２給水路（
64）の各流出端を閉鎖する。
【０１０８】
　ポンプ（21）が運転されると、タンク（30）内の中間貯留部（35）の中温水が第１加熱
管（43）に流出する。この水は水熱交換器（13）の水流路（13b）を流れ、高温水にまで
加熱される。第３貯湯運転では、出口温度（To）を第１目標温度（To1）（第１温度）に
近づける制御が行われる。
【０１０９】
　水熱交換器（13）で第１目標温度（To1）まで加熱された高温水は、分岐流路（62）及
び第１戻し管（45）を流れ、タンク（30）の上部貯留部（36）に流入する。
【０１１０】
　以上のような第３貯湯運転により、タンク（30）内に高温層（H）が形成されていく。
これにより、タンク（30）内では、高温層（H）、中温層（M）、及び低温層（L）が形成
される。従って、タンク（30）の貯湯状態を速やかに第４貯湯状態（図３を参照）に移行
させることができる。
【０１１１】
　〈給湯運転〉
　給湯運転について詳細に説明する。給湯運転では、第１給湯運転、第２給湯運転、第３
給湯運転、及び第４給湯運転のいずれかが実行される。各給湯運転は、給湯対象（T）の
需要を示す信号が、コントローラ（25）の入力部（26）に入力されると実行される。各給
湯運転では、少なくとも水源（S）の水圧によって、温水が給湯対象（T）へ供給される。
【０１１２】
　各給湯運転は、給湯対象（T）に供給される供給水の水温が給湯設定温度（Ths）に近づ
くように給湯ユニット（1）が制御される。具体的には、供給水の水温は、バイパス流路
（61）の水の流量、及び流出管（42）の水の流量に基づいて調節される。加えて、供給水
の水温は、第１給水路（63）の水の流量、第２給水路（64）の水の流量に基づいて調節さ
れる。バイパス流路（61）及び流出管（42）の各水の流量は、第１混合弁（53）によって
調節される。第１給水路（63）及び第２給水路（64）の各水の流量は、第２混合弁（54）
によって調節される。
【０１１３】
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　加えて、第１給湯運転、第３給湯運転、及び第４給湯運転では、上述した貯湯運転と同
様、水熱交換器（13）の水流路（13b）の出口温度（To）を目標温度に近づける制御が行
われる。
【０１１４】
　[第１給湯運転］
　図７に示す第１給湯運転は、タンク（30）内の中温水を高温水まで加熱し、加熱した高
温水を給湯対象（T）へ供給する運転である。第１給湯運転は、基本的にはタンク（30）
が第３貯湯状態であるときに実行される。
【０１１５】
　第１給湯運転は、タンク（30）内の蓄熱量（Qa）だけでは給湯対象（T）の需要を満た
すことができないときに実行される。具体的には、需要判定部（29）によって、蓄熱量（
Qa）が必要熱量（Qd）よりも低いと判定されると、コントローラ（25）は、第１給湯運転
を実行させる。
【０１１６】
　なお、需要判定部（29）によって、給湯対象（T）の必要熱量（Qd）が予測できない条
件下において、第１給湯運転を実行してもよい。
【０１１７】
　また、蓄熱量（Qa）が必要熱量（Qd）を満たしていなくても、高温水がある場合は、タ
ンク（30）内の高温水を流出管（42）から給湯対象（T）へ供給してもよい。
【０１１８】
　蓄熱量（Qa）は、タンク（30）内の温水の蓄熱量である。蓄熱量（Qa）は、第１検出温
度（T1）及び第２検出温度（T2）に基づいて求められる。蓄熱量（Qa）をより正確に求め
るために、タンク（30）内に３つ以上の温度センサを設けてもよい。
【０１１９】
　必要熱量（Qd）は、給湯対象（T）の給湯の需要を満たすために必要な供給水の総熱量
である。必要熱量（Qd）は、給湯対象（T）から給湯の需要があった際の給湯対象（T）の
種類に基づいて求められる。
【０１２０】
　第１給湯運転では、ポンプ（21）がＯＮされ、第１三方弁（51）が第１状態となり、第
２三方弁（52）が第２状態となる。第１混合弁（53）は、流出管（42）の流出端とバイパ
ス流路（61）の流出端とを開放する。第２混合弁（54）は、少なくとも第１給水路（63）
の流出端を開放する。
【０１２１】
　ポンプ（21）が運転されると、タンク（30）内の中温層（M）の中温水が第１加熱管（4
3）に流出する。この際、水源（S）の低温水が流入管（41）を介してタンク（30）の下部
貯留部（34）に適宜供給される。第１加熱管（43）の中温水は、水熱交換器（13）の水流
路（13b）を流れ、高温水にまで加熱される。第１給湯運転では、出口温度（To）を上述
した第１目標温度（To1）（第１温度）に近づける制御が行われる。
【０１２２】
　水熱交換器（13）で第１目標温度（To1）まで加熱された高温水は、少なくともバイパ
ス流路（61）に送られる。
【０１２３】
　一方、タンク（30）内の高温層（H）の高温水は、流出管（42）に送られる。バイパス
流路（61）の高温水と、流出管（42）の高温水とは、第１混合弁において混合される。第
１混合弁（53）で混合された水は、第１給水路（63）、主給水路（65）を順に流れ、給湯
対象（T）へ供給される。
【０１２４】
　図７に示すように、水熱交換器（13）で加熱された高温水の一部がバイパス流路（61）
に供給される場合、残りの高温水は分岐流路（62）及び第１戻し管（45）を介してタンク
（30）の上部貯留部（36）に戻される。このため、高温水を給湯対象（T）へ供給しなが
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ら、タンク（30）内に高温水を蓄えることができる。
【０１２５】
　一方、水熱交換器（13）で加熱された高温水の全部がバイパス流路（61）に供給される
場合、上部貯留部（36）に高温水は供給されない。このように、第１給湯運転では、水熱
交換器（13）で加熱された高温水のうちバイパス流路（61）を流れない余剰の高温水がタ
ンク（30）へ戻される。
【０１２６】
　第１給湯運転は、第３貯湯運転（図６を参照）において、給湯対象（T）の需要を示す
信号が入力部（26）に入力されたときにも実行される。第３貯湯運転は、水熱交換器（13
）において中温水を高温水に加熱する運転である。第３貯湯運転において、第１混合弁（
53）の開度を調節し、バイパス流路（61）に高温水を送ることで、第３貯湯運転から第１
給湯運転へ移行できる。従って、給湯流路（40）の水の流れを大きく変更することなく、
第３貯湯運転から第１給湯運転に移行できる。
【０１２７】
　以上のように、第１給湯運転は、タンク（30）の中温層（M）の中温水を水熱交換器（1
3）で高温水まで加熱し、加熱した高温水を給湯対象（T）へ供給する動作を含む。
【０１２８】
　仮に低温水を水熱交換器（13）で高温水まで加熱する場合、水熱交換器（13）の水流路
（13b）の入口と出口の水の温度差が大きくなる。このため、低温水を高温水にまで加熱
するためには、水流路（13b）の水の流量を減らす必要があり、給湯対象（T）へ十分な量
の高温水を供給できなくなる場合がある。あるいは、水熱交換器（13）の水流路（13b）
の水の流量を確保するために、水熱交換器（13）を大きしたり、熱源装置（10）の加熱能
力を増大したりする必要がある。
【０１２９】
　これに対し、第１給湯運転では、中温水を高温水まで加熱するため、水熱交換器（13）
の水流路（13b）の入口側と出口側の水の温度差は比較的小さい。このため、水熱交換器
（13）の水流路（13b）の水の流量を確保でき、給湯対象（T）へ十分な量の高温水を供給
できる。水熱交換器（13）が大きくなることもない。
【０１３０】
　給湯ユニット（1）では、上述した貯湯運転において、低温水を中温水まで加熱し、第
１給湯運転において、中温水を高温水まで加熱する。これにより、本実施形態では、水熱
交換器（13）において低温水を高温水まで加熱する場合と比較して、熱源装置（10）のＣ
ＯＰ（成績係数）を向上できる。例えば水熱交換器（13）において、１０℃の低温水を６
５℃の高温水まで加熱する場合のＣＯＰをＣ１とする。水熱交換器（13）において、１０
℃の低温水を４０℃の中温水まで加熱する場合のＣＯＰをＣ２とする。４０℃の中温水を
６５℃の高温水まで加熱する場合のＣＯＰをＣ３とする。Ｃ２とＣ３の平均値をＣ４とす
る。Ｃ４は、水熱交換器（13）において低温水を中温水まで加熱し、次いで中温水を高温
水まで加熱する、いわゆる２段階加熱による平均のＣＯＰである。
【０１３１】
　試算結果より、本実施形態のＣＯＰ（Ｃ４）は、Ｃ１に対して約１１％のＣＯＰの改善
効果が得られることがわかった。
【０１３２】
　第１給湯運転では、加熱された高温水がバイパス流路（61）を介して給湯対象（T）へ
供給される。換言すると、加熱された高温水はタンク（30）をバイパスして給湯対象（T
）へ供給される。仮に、大量の高温水をタンク（30）に戻すと、タンク（30）内の高温層
（H）の放熱ロスが多くなる。高温水の熱がタンク（30）外部へ放出され易くなるからで
ある。加えて、高温水の熱が中温層（M）や低温層（L）に移動し易くなるからである。
【０１３３】
　これに対し、第１給湯運転では、加熱された高温水が、タンク（30）をバイパスするた
め、上記のような放熱ロスを抑制できる。
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【０１３４】
　［第２給湯運転］
　図８に示す第２給湯運転は、タンク（30）内の中温水を加熱せずに給湯対象（T）へ供
給する運転である。第２給湯運転は、基本的にはタンク（30）が第４貯湯状態であるとき
に実行される。第４貯湯状態において第２給湯運転が実行される場合、タンク（30）内の
高温水も給湯対象（T）へ供給される。なお、第２給湯運転は、タンク（30）内の中間貯
留部（35）に中温層（M）が存在する状態であれば、第４貯湯状態でないときに実行する
こともできる。
【０１３５】
　第２給湯運転は、給湯対象（T）の必要熱量（Qd）が比較的小さいときに実行される。
具体的には、例えば給湯対象（T）である蛇口やシャワーのみに温水を供給する場合、第
２給湯運転が実行される。
【０１３６】
　より詳細には、需要判定部（29）によって、蓄熱量（Qa）が必要熱量（Qd）以上であり
且つ必要熱量（Qd）が所定の閾値（Qs）よりも低いと判定されると、コントローラ（25）
は、第２給湯運転を実行させる。
【０１３７】
　第２給湯運転では、熱源装置（10）が停止し、ポンプ（21）がＯＦＦされ、第１三方弁
（51）が第２状態となり、第２三方弁（52）が第２状態となる。第１混合弁（53）は、流
出管（42）の流出端とバイパス流路（61）の流出端とを開放する。第２混合弁（54）は、
少なくとも第１給水路（63）の流出端を開放する。
【０１３８】
　第２給湯運転では、水源（S）と給湯対象（T）との差圧により、給湯流路（40）の水が
搬送される。タンク（30）内の中温層（M）の中温水が第２戻し管（46）を流れる。第２
給湯運転の第２戻し管（46）の水の流れの方向は、詳細は後述する第３給湯運転の第２戻
し管（46）の水の流れの方向と逆である。第２戻し管（46）の中温水は、バイパス流路（
61）に送られる。
【０１３９】
　一方、タンク（30）内の高温層（H）の高温水は、流出管（42）に送られる。バイパス
流路（61）の中温水と、流出管（42）の高温水とは、第１混合弁（53）において混合され
る。両者の水の混合比率を調節することで、混合水の温度を調節できる。第１混合弁（53
）で混合された水は、第１給水路（63）、及び主給水路（65）を順に流れ、給湯対象（T
）へ供給される。
【０１４０】
　以上のように、第２給湯運転では、第２戻し管（46）が中温水を給湯対象（T）へ送る
ための流路として利用される。換言すると、第２戻し管（46）は、詳細は後述する第３給
湯運転において水をタンクへ戻すための流路と、第２給湯運転において水を給湯対象（T
）へ供給するための流路とを兼用する。従って、給湯流路（40）を簡素化できる。
【０１４１】
　［第３給湯運転］
　図９に示す第３給湯運転は、タンク（30）内の低温水を中温水まで加熱し、加熱した中
温水を給湯対象（T）へ供給する運転である。第３給湯運転は、タンク（30）が第４貯湯
状態、又は第２貯湯状態であるときに実行される。第４貯湯状態又は第２貯湯状態におい
て第３給湯運転が実行される場合、タンク（30）内の高温水も給湯対象（T）へ供給され
る。
【０１４２】
　第３給湯運転は、タンク（30）内の蓄熱量（Qa）によって給湯対象（T）の需要を満た
すことができ、且つ第２給湯運転よりも給湯対象（T）の必要熱量（Qd）が大きいときに
実行される。
【０１４３】
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　より詳細には、需要判定部（29）によって、蓄熱量（Qa）が必要熱量（Qd）以上であり
、且つ必要熱量（Qd）が上述した閾値（Qs）以上と判定されると、コントローラ（25）は
、第３給湯運転を実行させる。
【０１４４】
　以上のように、需要判定部（29）は、給湯対象（T）の必要熱量（Qd）と、タンク（30
）の蓄熱量（Qa）とに基づいて、第１給湯運転、第２給湯運転、及び第３給湯運転のいず
れを実行するか判定する。
【０１４５】
　第３給湯運転では、ポンプ（21）がＯＮされ、第１三方弁（51）が第２状態となり、第
２三方弁（52）が第２状態となる。第１混合弁（53）は、流出管（42）の流出端とバイパ
ス流路（61）の流出端とを開放する。第２混合弁（54）は、少なくとも第１給水路（63）
の流出端を開放する。
【０１４６】
　ポンプ（21）が運転されると、タンク（30）内の低温層（L）の低温水が第２加熱管（4
4）に流出する。この際、水源（S）の低温水が流入管（41）を介してタンク（30）の下部
貯留部（34）に適宜供給される。第２加熱管（44）の低温水は、水熱交換器（13）の水流
路（13b）を流れ、中温水にまで加熱される。第３給湯運転では、出口温度（To）を上述
した第２目標温度（To2）（第２温度）に近づける制御が行われる。
【０１４７】
　水熱交換器（13）で第２目標温度（To2）まで加熱された中温水は、少なくともバイパ
ス流路（61）に送られる。
【０１４８】
　一方、タンク（30）内の高温層（H）の高温水は、流出管（42）に送られる。バイパス
流路（61）の中温水と、流出管（42）の高温水とは、第１混合弁において混合される。第
１混合弁（53）で混合された水は、第１給水路（63）、主給水路（65）を順に流れ、給湯
対象（T）へ供給される。
【０１４９】
　図９に示すように、水熱交換器（13）で加熱された中温水の一部がバイパス流路（61）
に供給される場合、残りの中温水は分岐流路（62）及び第２戻し管（46）を介してタンク
（30）の中間貯留部（35）に戻される。このため、中温水を給湯対象（T）へ供給しなが
ら、タンク（30）内に中温水を蓄えることができる。
【０１５０】
　一方、水熱交換器（13）で加熱された中温水の全部がバイパス流路（61）に供給される
場合、中間貯留部（35）に中温水は供給されない。このように、第３給湯運転では、水熱
交換器（13）で加熱された中温水のうちバイパス流路（61）を流れない余剰の中温水がタ
ンク（30）へ戻される。
【０１５１】
　第３給湯運転は、第２貯湯運転（図５を参照）において、給湯対象（T）の需要を示す
信号が入力部（26）に入力されたときにも実行される。第２貯湯運転は、水熱交換器（13
）において低温水を中温水に加熱する運転である。このため、第２貯湯運転において、第
１混合弁（53）の開度を調節し、バイパス流路（61）に中温水を送ることで、第２貯湯運
転から第３給湯運転へ移行できる。従って、給湯流路（40）の水の流れを大きく変更する
ことなく、第２貯湯運転から第３給湯運転に移行できる。
【０１５２】
　以上のように、第３給湯運転は、タンク（30）の低温層（L）の低温水を水熱交換器（1
3）で中温水まで加熱し、加熱した中温水を給湯対象（T）へ供給する動作を含む。このた
め、水熱交換器（13）の入口と出口の水の温度差を小さくでき、給湯対象（T）へ十分な
量の中温水を供給できる。加えて、水熱交換器（13）の大型化、熱源装置（10）の加熱能
力の増大を抑制できる。
【０１５３】
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　第３給湯運転では、熱源装置（10）のＣＯＰを第１給湯運転よりも更に向上できる。試
算結果より、水熱交換器（13）において、低温水を中温水まで加熱する場合のＣＯＰ（上
述したＣ２）は、上述した他の条件のＣＯＰ（Ｃ１、Ｃ３，及びＣ４）よりも高いからで
ある。よって、第３給湯運転では、第１給湯運転よりも更に大きなＣＯＰの改善効果を得
ることができる。
【０１５４】
　上述した第２貯湯運転においても、水熱交換器（13）において、低温水を中温水まで加
熱する。よって、第２貯湯運転においても、第３給湯運転と同様、大きなＣＯＰの改善効
果を得ることができる。
【０１５５】
　上述したように、第３給湯運転は、タンク（30）内の蓄熱量（Qa）によって給湯対象（
T）の必要熱量（Qd）を満たすことができるときに実行される。これに対し、第１給湯運
転は、タンク（30）内の蓄熱量（Qa）だけでは給湯対象（T）の必要熱量（Qd）を満たす
ことができないときに実行される。このように、第１給湯運転は、給湯対象（T）から大
きな給湯需要があった場合にのみ実行される。従って、給湯ユニット（1）の通常の運転
では、第３給湯運転の実行時間の割合が、第１給湯運転の実行時間の割合よりも大きくな
る。第３給湯運転のＣＯＰ（Ｃ２）は、第１給湯運転に伴う二段階加熱の平均ＣＯＰ（Ｃ
４）よりも更に高いため、第３給湯運転の実行時間の割合が長くなることで、給湯ユニッ
ト（1）の省エネ性を向上できる。一方で、給湯対象（T）から大きな給湯需要があった場
合には、第１給湯運転を実行することで、このような大きな給湯需要に迅速に対応できる
。
【０１５６】
　［第４給湯運転］
　図１０に示す第４給湯運転は、タンク（30）内の低温水を高温水まで加熱し、加熱した
高温水を給湯対象（T）へ供給する運転である。第４給湯運転は、上述した第１貯湯運転
（図４を参照）において、給湯対象（T）の需要を示す信号が入力部（26）に入力された
ときに実行される。よって、第４給湯運転は、基本的にはタンク（30）が第１貯湯状態（
図３を参照）のときに実行される。
【０１５７】
　より詳細には、温度判定部（28）によりタンク（30）が第１貯湯状態と判定され、且つ
給湯対象（T）の需要を示す信号が入力部（26）に入力されると、コントローラ（25）は
、第４給湯運転を実行させる。言い換えると、コントローラ（25）は、タンク（30）の高
温層（H）の水、及び中温層（M）の水が不足した状態において給湯対象（T）の需要があ
ると、第４給湯運転を実行させる。
【０１５８】
　第４給湯運転では、ポンプ（21）がＯＮされ、第１三方弁（51）が第２状態となり、第
２三方弁（52）が第１状態となる。第１混合弁（53）は、流出管（42）の流出端を閉鎖し
、バイパス流路（61）の流出端を開放する。第２混合弁（54）は、少なくとも第１給水路
（63）の流出端を開放する。
【０１５９】
　ポンプ（21）が運転されると、タンク（30）内の低温層（L）の低温水が第２加熱管（4
4）に流出する。この際、水源（S）の低温水が流入管（41）を介してタンク（30）の下部
貯留部（34）に適宜供給される。第２加熱管（44）の低温水は、水熱交換器（13）の水流
路（13b）を流れ、高温水にまで加熱される。第４給湯運転では、出口温度（To）を上述
した第１目標温度（To1）（第１温度）に近づける制御が行われる。
【０１６０】
　水熱交換器（13）で第１目標温度（To1）まで加熱された高温水は、少なくともバイパ
ス流路（61）に送られる。
【０１６１】
　第４給湯運転では、タンク（30）内に高温層（H）及び中温層（M）が形成されない。こ
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のため、流出管（42）から第１給水路（63）へ温水が送られることはない。第４給湯運転
では、バイパス流路（61）を流れる高温水だけが給湯対象（T）へ供給される。
【０１６２】
　図１０に示すように、水熱交換器（13）で加熱された高温水の一部がバイパス流路（61
）に供給される場合、残りの高温水は分岐流路（62）及び第１戻し管（45）を介してタン
ク（30）の上部貯留部（36）に戻される。このため、高温水を給湯対象（T）へ供給しな
がら、タンク（30）内に高温水を蓄えることができる。
【０１６３】
　一方、水熱交換器（13）で加熱された高温水の全部がバイパス流路（61）に供給される
場合、上部貯留部（36）に高温水は供給されない。このように、第４給湯運転では、水熱
交換器（13）で加熱された高温水のうちバイパス流路（61）を流れない余剰の高温水がタ
ンク（30）へ戻される。
【０１６４】
　上述した第１貯湯運転は、水熱交換器（13）において低温水を高温水に加熱する運転で
ある。第１貯湯運転において、第１混合弁（53）の開度を調節し、バイパス流路（61）に
高温水を送ることで、第１貯湯運転から第４給湯運転へ移行できる。従って、給湯流路（
40）の水の流れを大きく変更することなく、第１貯湯運転から第４給湯運転に移行できる
。
【０１６５】
　－実施形態の効果－
　実施形態では、水を加熱する水熱交換器（13）と、該水熱交換器（13）で加熱した水を
貯留するタンク（30）とを有する給湯流路（40）を備えた給湯装置（20）であって、給湯
流路（40）は、前記タンク（30）の内部に低温層（L）、中温層（M）、および高温層（H
）を形成した第４貯湯状態において、中温層（M）の水を水熱交換器（13）で第１温度（
第１目標温度（To1））まで加熱して給湯対象（T）へ供給する第１給湯運転を実行するよ
うに構成される。
【０１６６】
　第１給湯運転では、水熱交換器（13）の入口と出口の水の温度差が比較的小さいため、
水熱交換器（13）を流れる水の流量を少なくせずとも、高温水を得ることができる。従っ
て、十分な量の高温水を給湯対象（T）へ供給できる。換言すると、水熱交換器（13）の
能力を増大したり、水熱交換器（13）の大型化を図ることなく、十分な量の高温水を給湯
対象（T）へ供給できる。
【０１６７】
　第１給湯運転では、貯湯運転において生成した中温水を、更に加熱して高温水を得てい
る。このような２段階加熱では、上述したように、低温水を高温水まで加熱する場合と比
較して、熱源装置（10）のＣＯＰを向上できる。従って、給湯装置（20）の省エネルギー
性を向上できる。
【０１６８】
　実施形態では、第１給湯運転は、水熱交換器（13）で第１温度（第１目標温度（To1）
）まで加熱した水を、タンク（30）をバイパスさせて給湯対象（T）へ供給する動作を含
む。
【０１６９】
　水熱交換器（13）で加熱した後の高温水をタンク（30）に供給すると、放熱ロスが増大
する。具体的には、タンク（30）内の高温水の熱がタンク（30）の外部へ放出したり、該
高温水の熱が中温水や低温水に移動したりする。実施形態では、水熱交換器（13）で加熱
した後の高温水の少なくとも一部がタンク（30）をバイパスするため、このような放熱ロ
スを抑制できる。
【０１７０】
　実施形態では、第１給湯運転は、水熱交換器（13）で第１温度（第１目標温度（To1）
）まで加熱した水を、タンク（30）の高温層（H）を介して給湯対象（T）へ供給する動作
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を含む。
【０１７１】
　この動作では、タンク（30）に高温水を戻すことで、給湯対象（T）への高温水の供給
と同時にタンク（30）内に高温水を溜めることができる。加えて、この動作では、バイパ
ス流路（61）に優先的に高温水を流す。余剰の高温水が発生した場合、余剰の高温水を第
１戻し管（45）を介してタンク（30）の高温層（H）に送る。このため、放熱ロスを最小
限に抑えることができる。
【０１７２】
　実施形態では、第１給湯運転は、水熱交換器（13）で加熱した水の少なくとも一部を、
タンク（30）をバイパスさせて給湯対象（T）へ供給すると同時に、タンク（30）の高温
層（H）の水を給湯対象（T）へ供給する動作を含む。
【０１７３】
　この動作では、バイパス流路（61）を流れる高温水と、タンク（30）から流出した高温
水とを混合して給湯対象（T）へ供給するため、十分な量の高温水を給湯対象（T）へ供給
できる。加えて、タンク（30）内の高温水を外部へ流出させることで、この高温水の放熱
ロスを抑制できる。
【０１７４】
　実施形態では、タンク（30）の内部には、高温層（H）に対応する上部貯留部（36）と
、低温層（L）に対応する第２貯留部（34）と、中温層（M）に対応する中間貯留部（35）
とが形成され、給湯流路（40）は、水源（S）と下部貯留部（34）とを連通する流入管（4
1）と、上部貯留部（36）と連通する流出管（42）と、中間貯留部（35）と水熱交換器（1
3）の流入側とを連通する第１加熱管（43）と、水熱交換器（13）の流出側と流出管（42
）の流出端とを連通するバイパス管（61）と、水熱交換器（13）の流出側と上部貯留部（
36）とを連通する第１戻し管（45）と、流出管（42）及びバイパス流路（61）の各流量を
少なくとも調節する第１混合弁（53）とを有する。
【０１７５】
　この構成により、第１給湯運転を実現できる。第１給湯運転では、第１混合弁（53）の
調節により、バイパス流路（61）の水の流量、流出管（42）の水の流量を調節できる。バ
イパス流路（61）の流出端の開閉したり、流出管（42）の流出端を開閉したりできる。バ
イパス流路（61）の水の流量を調節することで、第１戻し管（45）の水の流量を間接的に
調節できる。バイパス流路（61）の水の流量を調節することで、水熱交換器（13）を流れ
る水の流量を間接的に調節できる。水熱交換器（13）を流れる水の流量を調節することで
、水熱交換器（13）を流出する水の温度（出口温度（To））を調節できる。
【０１７６】
　実施形態では、給湯流路（40）は、水熱交換器（13）の流出側と中間貯留部（35）とを
連通する第２戻し管（46）と、下部貯留部（34）と水熱交換器（13）の流入側とを連通す
る第２加熱管（44）と、水熱交換器（13）の流入側と、第１加熱管（43）及び第２加熱管
（44）の一方の連通状態を相互に切り換える第１三方弁（51）と、水熱交換器（13）の流
出側と、第１戻し管（45）及び第２戻し管（46）の一方の連通状態を相互に切り換える第
２三方弁（52）とを有する。
【０１７７】
　この構成により、上述した第１給湯運転、第２給湯運転、第３給湯運転、及び第４給湯
運転を切り換えて実行できる。加えて、上述した第１貯湯運転、第２貯湯運転、及び第３
貯湯運転を切り換えて実行できる。
【０１７８】
　実施形態では、給湯流路（40）は、中間貯留部（35）の中温層（M）の水を第２戻し管
（46）、及びバイパス流路（61）を介して給湯対象（T）へ供給すると同時にタンク（30
）の高温層（H）の水を給湯対象（T）へ供給する第２給湯運転を実行するように構成され
る。
【０１７９】
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　第２給湯運転では、熱源装置（10）を停止しながら、中温水を給湯対象（T）へ供給で
きる。第２給湯運転では、図８に示すように、第２戻し管（46）、バイパス流路（61）を
経由して中温水が給湯対象（T）へ供給される。第２戻し管（46）は、第２貯湯運転及び
第３給湯運転において、加熱部（13）で中温水をタンク（30）へ送る流路を兼用する。従
って、給湯流路（40）の配管の数を減らすことができる。
【０１８０】
　実施形態では、給湯流路（40）は、第２貯留部（34）の低温層（L）の水を加熱部（13
）で第１温度よりも低い第２温度まで加熱して給湯対象（T）へ供給すると同時にタンク
（30）の高温層（H）の水を給湯対象（T）へ供給する第３給湯運転を実行するように構成
される。
【０１８１】
　第３給湯運転では、タンク（30）が第２貯湯状態や第４貯湯状態であるときに、給湯対
象（T）に中温水を供給できる。加熱部（13）において低温水を中温水まで加熱する場合
、上述したように熱源装置（10）のＣＯＰを向上できる。
【０１８２】
　実施形態では、第３給湯運転は、加熱部（13）で加熱した水の一部を中間貯留部（35）
の中温層（M）へ戻す動作を含む。
【０１８３】
　この動作では、給湯対象（T）に中温水を供給しながら、タンク（30）内に中温水を溜
めることができる。
【０１８４】
　実施形態では、給湯対象（T）の必要熱量と、タンク（30）の蓄熱量とに基づいて、第
１給湯運転及び前記第３給湯運転のいずれを実行するか判定する需要判定部（29）を備え
ている。
【０１８５】
　具体的には、需要判定部（29）は、蓄熱量（Qa）が必要熱量（Qd）よりも低いと判定す
ると第１給湯運転を実行させる。第１給湯運転は、加熱部（13）によって中温水を高温水
に加熱するため、タンク（30）の蓄熱量（Qa）が不足していても、十分な高温水を給湯対
象（T）へ供給できる。
【０１８６】
　需要判定部（29）は、蓄熱量（Qa）が必要熱量（Qd）以上と判定すると、第３給湯運転
を実行させる。これにより、給湯対象（T）の需要を充足させながら、ＣＯＰの高い運転
を実行できる。
【０１８７】
　実施形態では、給湯流路（40）は、第２貯留部（34）の低温層（L）の水を加熱部（13
）で第１温度まで加熱して給湯対象（T）へ供給する第４給湯運転を実行するように構成
される。
【０１８８】
　第４給湯運転では、タンク（30）内に高温水がない状況において、給湯対象（T）に高
温水を供給できる。
【０１８９】
　－実施形態の変形例－
　図１１に示す変形例は、上記実施形態の給湯流路（40）において、第２給水路（64）、
第３給水路（66）、及び第３混合弁（55）が追加されている。
【０１９０】
　第２給水路（64）は、タンク（30）の中間貯留部（35）と主給水路（65）の流入端とを
連通する。第２給水路（64）の一端は、タンク（30）の中間貯留部（35）に接続される。
第２給水路（64）の他端は、第２混合弁（54）に接続される。第２給水路（64）は、その
上流側のタンク側給水路（64a）と、その下流側の給湯側給水路（64b）とで構成される。
タンク側給水路（64a）の流出端、及び給湯側給水路（64b）の流入端は、第３混合弁（55
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）に接続される。
【０１９１】
　第３給水路（66）は、流入管（41）と第２給水路（64）とを連通する。第３給水路（66
）の流出端は、第３混合弁（55）に接続される。
【０１９２】
　変形例では、第２混合弁（54）が第２調節機構に対応する。第２混合弁（54）は、第１
給水路（63）の流量、及び第２給水路（64）の流量の双方を調節する。第２混合弁（54）
は、第２給水路（64）の流量のみを調節する構成あってもよい。
【０１９３】
　第３混合弁（55）が第３調節機構に対応する。第３混合弁（55）は、第２給水路（64）
の流量、及び第３給水路（66）の流量の双方を調節する。第３混合弁（55）は、第３給水
路（66）の流量のみを調節する構成であってもよい。第３混合弁（55）は、タンク側給水
路（64a）の流出端、及び第３給水路（66）の流出端を開閉する。
【０１９４】
　－給湯運転－
　変形例の給湯運転は、基本的には、上述した実施形態と同様である。変形例の第１給湯
運転、第２給湯運転、及び第３給湯運転では、タンク（30）の中間貯留部（35）の中温層
（M）の中温水を、第２給水路（64）を経由して給湯対象（T）へ供給できる。この際、水
源（S）の低温水を第３給水路（66）を経由して第２給水路（64）に供給できる。この場
合、第３混合弁（55）において、中温水と低温水とが混合される。
【０１９５】
　図１２に示す第１給湯運転では、中温層（M）の中温水が加熱部（13）で高温水に加熱
される。このため、上述した実施形態の第１給湯運転（図７を参照）では、中温水を直接
的に給湯対象（T）へ供給することができない。これに対し、変形例の第１給湯運転では
、中温層（M）の中温水を水熱交換器（13）で高温水まで加熱しながら、中温層（M）の中
温水を第２給水路（64）を経由して給湯対象（T）へ供給できる。変形例では、第２混合
弁（54）及び第３混合弁（55）の開度を調節することで、実質的には、高温水、中温水、
及び低温水の混合比率を調節できる。従って、給湯対象（T）へ供給する水の温度の微調
整が可能となる。
【０１９６】
　《その他の実施形態》
　上述した実施形態、及び変形例においては、以下のような構成としてもよい。
【０１９７】
　上記タンク（30）に３つ以上の温度センサを設けてもよい。各温度センサの検出値の差
分に基づいて、タンク（30）の貯湯状態を判定するようにしてもよい。
【０１９８】
　第１調節機構（53）、第２調節機構（54）、及び第３調節機構（55）の少なくとも１つ
は、混合弁でなくてもよい。これらの調節機構（53,54,55）に代えて、流量調節弁、電磁
開閉弁、三方弁などを組み合わせてもよい。
【０１９９】
  給湯装置（20）は、第１給湯運転、第２給湯運転、第３給湯運転、及び第４給湯運転の
うち、少なくとも第１給湯運転を実行するものであればよい。給湯装置（20）が、これら
の給湯運転のうち第１給湯運転と第３給湯運転だけを実行する構成である場合、給湯対象
（T）の必要熱量と、タンク（30）の蓄熱量とに基づいて、第１給湯運転及び前記第３給
湯運転のいずれを実行するか判定する判定部（29）を設けるのが好ましい。給湯装置（20
）が、これらの給湯運転のうち第１給湯運転、第２給湯運転、及び第３給湯運転だけを実
行する構成である場合、給湯対象（T）の必要熱量と、タンク（30）の蓄熱量とに基づい
て、第１給湯運転、第２給湯運転、及び第３給湯運転のいずれを実行するか判定する判定
部（29）を設けるのが好ましい。
【０２００】
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　水を加熱する加熱部は、ヒータなどの別の手段であってもよい。熱源装置（10）は、Ｃ
Ｏ２を冷媒とし、冷媒の高圧圧力が臨界圧力以上となる、超臨界サイクルを行うものであ
ってもよい。
【０２０１】
　以上、実施形態および変形例を説明したが、特許請求の範囲の趣旨および範囲から逸脱
することなく、形態や詳細の多様な変更が可能なことが理解されるであろう。また、以上
の実施形態、変形例、その他の実施形態は、本開示の対象の機能を損なわない限り、適宜
組み合わせたり、置換したりしてもよい。以上に述べた「第１」、「第２」、「第３」…
という記載は、これらの記載が付与された語句を区別するために用いられており、その語
句の数や順序までも限定するものではない。
【産業上の利用可能性】
【０２０２】
　本開示は、給湯装置について有用である。
【符号の説明】
【０２０３】
　　１０　　　給湯装置
　　１３　　　水熱交換器（加熱部）
　　２５　　　コントローラ（制御装置）
　　２９　　　判定部（需要判定部）
　　３０　　　タンク
　　３４　　　第２貯留部
　　３５　　　中間貯留部
　　３６　　　第１貯留部
　　４０　　　給湯流路
　　４１　　　流入管（流入流路）
　　４２　　　流出管（流出流路）
　　４３　　　第１加熱管（第１加熱流路）
　　４４　　　第２加熱管（第２加熱流路）
　　４５　　　第１戻し管（第１戻し流路）
　　４６　　　第２戻し管（第２戻し流路）
　　５１　　　第１切換機構（第１三方弁）
　　５２　　　第２切換機構（第２三方弁）
　　５３　　　第１調節機構（第１混合弁）
　　５４　　　第２調節機構（第２混合弁）
　　５５　　　第３調節機構（第３混合弁）
　　６１　　　バイパス管（バイパス流路）
　　６３　　　第１給水路
　　６４　　　第２給水路
　　６５　　　主給水路
　　６６　　　第３給水路
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【図１０】 【図１１】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月10日(2020.9.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、給湯装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１の給湯装置は、熱交換器（加熱部）と、熱交換器で加熱した水を貯留するタ
ンクとを備える。特許文献１には、タンク下部の水を熱交換器で加熱した後、加熱した水
を所定の給湯対象（風呂、シャワーなど）に供給する給湯流路が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３９２５４３３号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の記載のような給湯装置では、タンクの底部の低温の水を加熱部で高温まで
加熱し、給湯対象へ供給する運転が想定できる。この運転では、加熱部に流入する水と、
加熱部から流出する水の温度差が大きい。加熱部で低温の水を高温にまで加熱するために
は、加熱部を流れる水の流量を減らす必要がある。この結果、給湯対象から大量の高温水
の需要があった場合に、この需要に見合う十分な量の高温水を給湯対象へ供給できないと
いう問題があった。
【０００５】
　本開示の目的は、給湯対象へ供給する高温水の量を増大できる給湯装置を提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の態様は、水を加熱する加熱部（13）と、該加熱部（13）で加熱した水を貯留する
タンク（30）とを有する給湯流路（40）を備えた給湯装置であって、前記給湯流路（40）
は、前記タンク（30）の内部に低温層（L）、中温層（M）、および高温層（H）を形成し
た貯湯状態において、前記中温層（M）の水を前記加熱部（13）で第１温度まで加熱して
給湯対象（T）へ供給する第１給湯運転を実行するように構成され、前記第１給湯運転は
、前記加熱部（13）で前記第１温度まで加熱した水を、前記タンク（30）をバイパスさせ
て前記給湯対象（T）へ供給する動作を含むことを特徴とする給湯装置である。
【０００７】
　第１の態様では、第１給湯運転において、タンク（30）内の中温層（M）の水が加熱部
（13）で第１温度まで加熱される。このため、加熱部（13）に流入する水と、加熱部（13
）から流出する水の温度差が小さくなる。従って、加熱部（13）で加熱される水の流量を
増大でき、給湯対象（T）へ供給される高温水の量を増大できる。
【０００８】
　第１の態様では、第１給湯運転において、加熱部（13）で第１温度まで加熱された水が
、タンク（30）をバイパスする。これにより、加熱された水の熱が、タンク（30）におい
て放熱されることを抑制できる。
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【０００９】
　第２の態様は、第１の態様において、前記第１給湯運転は、前記加熱部（13）で前記第
１温度まで加熱した水の一部を、前記タンク（30）をバイパスさせて前記給湯対象（T）
へ供給すると同時に、該加熱した水の残りを前記タンク（30）の高温層（H）へ送る動作
を含むことを特徴とする給湯装置である。
【００１０】
　第３の態様は、第１又は第２の態様において、前記第１給湯運転は、前記加熱部（13）
で前記第１温度まで加熱した水を、優先的に前記タンク（30）をバイパスさせて前記給湯
対象（T）へ供給すると同時に、該加熱した水が余る場合に余った水を前記タンク（30）
の高温層（H）へ送る動作を含むことを特徴とする給湯装置である。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、実施形態に係る給湯ユニットの全体構成を示す配管系統図である。
【図２】図２は、タンク内の温度と、タンクの貯湯状態との関係を示すグラフである。
【図３】図３は、タンクの貯湯状態を模式的に示す図である。
【図４】図４は、給湯装置の概略の配管系統図であり、第１貯湯運転を示す。
【図５】図５は、給湯装置の概略の配管系統図であり、第２貯湯運転を示す。
【図６】図６は、給湯装置の概略の配管系統図であり、第３貯湯運転を示す。
【図７】図７は、給湯装置の概略の配管系統図であり、第１給湯運転を示す。
【図８】図８は、給湯装置の概略の配管系統図であり、第２給湯運転を示す。
【図９】図９は、給湯装置の概略の配管系統図であり、第３給湯運転を示す。
【図１０】図１０は、給湯装置の概略の配管系統図であり、第４給湯運転を示す。
【図１１】図１１は、変形例に係る給湯ユニットの全体構成を示す配管系統図である。
【図１２】図１２は、変形例の給湯装置の概略の配管系統図であり、第１給湯運転を示す
。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本開示の実施形態について図面を参照しながら説明する。なお、以下の実施形態
は、本質的に好ましい例示であって、本発明、その適用物、あるいはその用途の範囲を制
限することを意図するものではない。
【００１３】
　《実施形態》
　本開示の給湯装置（20）は、ヒートポンプ式の給湯ユニット（1）に適用される。給湯
ユニット（1）は、水源（S）から供給された水を加熱し、加熱した温水をタンク（30）内
に貯留する。タンク（30）内の温水は所定の給湯対象（T）へ供給される。水源（S）は、
水が供給されるラインであり、上水道などを含む。給湯対象（T）は、温水が利用される
対象であり、シャワー、蛇口、浴槽などを含む。
【００１４】
　図１に示すように、給湯ユニット（1）は、熱源装置（10）と給湯装置（20）とコント
ローラ（25）とを有している。熱源装置（10）は、冷媒回路（11）を有している。給湯装
置（20）は、給湯流路（40）を有している。給湯流路（40）は、水源（S）と給湯対象（T
）との間に形成される水の流路である。給湯流路（40）は、給湯装置（20）の全体の水の
流路である。給湯ユニット（1）は、水熱交換器（13）を有している。冷媒回路（11）と
給湯流路（40）とは、水熱交換器（13）を介して互いに接続される。水熱交換器（13）は
、熱源装置（10）及び給湯装置（20）に兼用される。
【００１５】
　〈熱源装置〉
　熱源装置（10）は、温水を生成するための熱源である。熱源装置（10）の冷媒回路（11
）には、冷媒が充填される。冷媒としては、例えばフロン系の冷媒や、プロパンなどの自
然冷媒が用いられる。冷媒回路（11）では、冷媒が循環することで蒸気圧縮式の冷凍サイ
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クルが行われる。厳密にいうと、冷媒回路（11）では、高圧の冷媒の圧力が臨界圧力より
も低い、いわゆる亜臨界サイクルが行われる。
【００１６】
　冷媒回路（11）は、圧縮機（12）、水熱交換器（13）、膨張弁（14）、及び空気熱交換
器（15）を有する。　
【００１７】
　圧縮機（12）は、低圧冷媒を吸入して圧縮する。圧縮機（12）は、高圧まで圧縮した冷
媒を吐出する。
【００１８】
　水熱交換器（13）は、給湯流路（40）の水を加熱する加熱部を構成する。水熱交換器（
13）は、冷媒流路（13a）と水流路（13b）とを有する。水熱交換器（13）は、冷媒流路（
13a）を流れる冷媒と、水流路（13b）を流れる水とを熱交換させる。水熱交換器（13）は
、冷媒が放熱する放熱器（凝縮器）を構成する。
【００１９】
　膨張弁（14）は、冷媒を減圧する減圧機構を構成する。膨張弁（14）は、高圧冷媒を低
圧冷媒まで減圧する。膨張弁（14）は、例えば電子膨張弁で構成される。
【００２０】
　空気熱交換器（15）は、空気と冷媒を熱交換させる。空気熱交換器（15）は、室外に設
置される。空気熱交換器（15）の近傍には、室外ファン（16）が設置される。室外ファン
（16）が搬送する空気が空気熱交換器（15）を通過する。空気熱交換器（15）では、冷媒
が室外空気から吸熱して蒸発する。空気熱交換器（15）は、蒸発器を構成する。
【００２１】
 〈給湯装置〉
　給湯装置（20）は、給湯流路（40）を備えている。給湯流路（40）は、水熱交換器（13
）、タンク（30）、及びポンプ（21）を有する。
【００２２】
　〈水熱交換器〉
　水熱交換器（13）の水流路（13b）は、給湯流路（40）に接続される。水熱交換器（13
）では、放熱する冷媒によって水が加熱される。
【００２３】
　〈タンク〉
　タンク（30）は、中空状の容器である。タンク（30）は、縦長円筒状に形成される。タ
ンク（30）は、円筒状の胴部（31）と、該胴部（31）の下端側を閉塞する底部（32）と、
該胴部（31）の上端側を閉塞する頂部（33）とを有する。タンク（30）の内部には、水を
貯留する貯留部が形成される。具体的には、タンク（30）の内部には、その底部（32）か
ら頂部（33）に向かって順に、下部貯留部（34）、中間貯留部（35）、上部貯留部（36）
が形成される。上部貯留部（36）は、タンク（30）の上部に位置する第１貯留部である。
下部貯留部（34）は、タンク（30）の下部に位置する第２貯留部である。中間貯留部（35
）は、下部貯留部（34）と上部貯留部（36）との間に位置する。
【００２４】
　詳細は後述する第４貯湯状態（図３を参照）において、上部貯留部（36）には高温層（
H）が形成され、中間貯留部（35）には中間層（M）が形成され、下部貯留部（34）には低
温層（L）が形成される。高温層（H）、中温層（M）、及び低温層（L）では、それぞれ異
なる温度の水が貯留される。高温層（H）の水（高温水ともいう）の温度は、例えば約６
０℃である。中温層（M）の水（中温水ともいう）の温度は、例えば約４０℃である。低
温層（L）の水（低温水ともいう）の温度は、例えば約１０℃である。
【００２５】
　〈ポンプ〉
　ポンプ（21）は、給湯流路（40）の水を搬送する搬送装置である。ポンプ（21）は、主
加熱流路（47）に設けられる。
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【００２６】
　〈給湯流路〉
　給湯流路（40）は、流入管（41）、流出管（42）、第１加熱管（43）、第２加熱管（44
）、第１戻し管（45）、第２戻し管（46）、及び主加熱流路（47）、第１三方弁（51）、
及び第２三方弁（52）を有する。
【００２７】
　流入管（41）は、水源（S）と下部貯留部（34）とを連通する流入流路である。流入管
（41）の流入端は、例えば上水道の配管に接続する。流入管（41）の流出端は、タンク（
30）の底部（32）に接続する。流入管（41）は、水源（S）の低温水をタンク（30）へ適
宜供給する。具体的には、タンク（30）の水が給湯対象（T）へ供給されると、タンク（3
0）の内圧が低下する。これに伴い、水源（S）とタンク（30）との圧力差が増大し、水源
（S）の低温水が流入管（41）を介してタンク（30）へ補充される。
【００２８】
　流出管（42）は、上部貯留部（36）と給湯対象（T）とを連通する流出流路である。流
出管（42）の流入端は、タンク（30）の頂部（33）に接続する。流出管（42）の流出端は
、第１混合弁（53）に接続する。
【００２９】
　第１加熱管（43）は、中間貯留部（35）と水熱交換器（13）の流入側とを連通する第１
加熱流路である。第１加熱管（43）の一端は、第２戻し管（46）の途中に接続する。第２
加熱管（44）の他端は、第１三方弁（51）の第１ポートに接続する。
【００３０】
　第２加熱管（44）は、下部貯留部（34）と水熱交換器（13）の流入側とを連通する第２
加熱流路である。第２加熱管（44）の一端は、タンク（30）の底部（32）に接続する。第
２加熱管（44）の他端は、第１三方弁（51）の第２ポートに接続する。
【００３１】
　第１戻し管（45）は、水熱交換器（13）の流出側と上部貯留部（36）とを連通する第１
戻し流路である。第１戻し管（45）の一端は、タンク（30）の頂部に接続する。第１戻し
管（45）の他端は、第２三方弁（52）の第１ポートに接続する。
【００３２】
　第２戻し管（46）は、水熱交換器（13）の流出側と中間貯留部（35）とを連通する第２
戻し流路である。第２戻し管（46）の一端は、タンク（30）の胴部（31）に接続する。第
２戻し管（46）の他端は、第２三方弁（52）の第２ポートに接続する。
【００３３】
　主加熱流路（47）は、水熱交換器（13）が設けられる流路である。主加熱流路（47）の
途中には、水熱交換器（13）の水流路（13b）が接続される。主加熱流路（47）の一端は
、第１三方弁（51）の第３ポートに接続する。主加熱流路（47）の他端は、第２三方弁（
52）の第３ポートに接続する。主加熱流路（47）には、水熱交換器（13）の上流側にポン
プ（21）が設けられる。
【００３４】
　第１三方弁（51）は、水熱交換器（13）の流入側と、第１加熱管（43）及び第２加熱管
（44）の一方の連通状態を相互に切り換える第１切換機構である。第１三方弁（51）は、
第１ポート、第２ポート、及び第３ポートを有する。第１三方弁（51）は、第１状態（図
１の実線で示す状態）と、第２状態（図１の破線で示す状態）とに切り換えられる。
【００３５】
　第１状態の第１三方弁（51）は、第３ポートと第１ポートとを連通し、第３ポートと第
２ポートを遮断する。具体的には、第１状態の第１三方弁（51）は、水熱交換器（13）の
流入側と、第１加熱管（43）とを連通し、水熱交換器（13）の流入側と第２加熱管（44）
とを遮断する。
【００３６】
　第２状態の第１三方弁（51）は、第３ポートと第２ポートとを連通し、第３ポートと第
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１ポートとを遮断する。具体的には、第２状態の第１三方弁（51）は、水熱交換器（13）
の流入側と第２加熱管（44）とを連通し、水熱交換器（13）の流入側と第１加熱管（43）
とを遮断する。
【００３７】
　第２三方弁（52）は、水熱交換器（13）の流出側と、第１戻し管（45）及び第２戻し管
（46）の一方の連通状態を相互に切り換える第２切換機構である。第２三方弁（52）は、
第１ポート、第２ポート、及び第３ポートを有する。第２三方弁（52）は、第１状態（図
１の実線で示す状態）と、第２状態（図１の破線で示す状態）とに切り換えられる。
【００３８】
　第１状態の第２三方弁（52）は、第３ポートと第１ポートとを連通し、第３ポートと第
２ポートを遮断する。具体的には、第１状態の第１三方弁（51）は、水熱交換器（13）の
流出側と、第１戻し管（45）とを連通し、水熱交換器（13）の流出側と第２戻し管（46）
とを遮断する。
【００３９】
　第２状態の第２三方弁（52）は、第３ポートと第２ポートとを連通し、第３ポートと第
１ポートとを遮断する。具体的には、第２状態の第２三方弁（52）は、水熱交換器（13）
の流出側と第２戻し管（46）とを連通し、水熱交換器（13）の流出側と第１戻し管（45）
とを遮断する。
【００４０】
　給湯流路（40）は、バイパス流路（61）、分岐流路（62）、第１給水路（63）、第２給
水路（64）、主給水路（65）、第１混合弁（53）、及び第２混合弁（54）を有する。
【００４１】
　バイパス流路（61）は、水熱交換器（13）で加熱した水を、タンク（30）をバイパスさ
せて給湯対象（T）へ供給する流路である。バイパス流路（61）の一端は、主加熱流路（4
7）の流出端に接続する。バイパス流路（61）の他端は、第１混合弁（53）に接続する。
【００４２】
　分岐流路（62）は、水熱交換器（13）で加熱した水の一部が分流可能な流路である。分
岐流路（62）の一端は、主加熱流路（47）の流出端に接続する。分岐流路（62）の他端は
、第２三方弁（52）の第３ポートに接続する。本例では、水熱交換器（13）で加熱した水
の全部又は一部がバイパス流路（61）を流れる。水熱交換器（13）で加熱した水の残りが
分岐流路（62）を流れる。
【００４３】
　第１給水路（63）は、バイパス流路（61）及び流出管（42）の流出側に接続する。第１
給水路（63）の一端は、第１混合弁（53）に接続する。第１給水路（63）の他端は、第２
混合弁（54）に接続する。
【００４４】
　第２給水路（64）は、水源（S）の水を給湯対象（T）へ直接的に送る流路である。第２
給水路（64）の一端は、流入管（41）に接続する。第２給水路（64）の他端は、第２混合
弁（54）に接続する。
【００４５】
　主給水路（65）は、所定温度に調節された水を給湯対象（T）へ送る流路である。主給
水路（65）の一端は、第２混合弁（54）に接続する。主給水路（65）の他端は、所定の給
湯対象（T）と連通する。
【００４６】
　第１混合弁（53）は、バイパス流路（61）、流出管（42）、及び主給水路（65）に接続
される。第１混合弁（53）は、バイパス流路（61）及び流出管（42）の水の混合比率を調
節する。第１混合弁（53）で混合された水は、第１給水路（63）に流出する。
【００４７】
　第１混合弁（53）は、バイパス流路（61）の水の流量と、流出管（42）の水の流量とを
調節する第１調節機構である。第１混合弁（53）は、バイパス流路（61）の流出端と、流
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出管（42）の流出端とをそれぞれ開閉可能に構成される。第１混合弁（53）により、バイ
パス流路（61）の水の流量が調節されると、分岐流路（62）、ひいては第１戻し管（45）
を流れる流量が調節される。第１混合弁（53）は、第１戻し管（45）の流量の調節にも利
用される。
【００４８】
　第２混合弁（54）は、第１給水路（63）、第２給水路（64）、及び主給水路（65）に接
続される。第２混合弁（54）は、第１給水路（63）及び第２給水路（64）の水の混合比率
を調節する。第２混合弁（54）で混合された水は、主給水路（65）に流出する。第２混合
弁（54）は、第１給水路（63）の水の流量と、第２給水路（64）の水の流量とを調節する
。第２混合弁（54）は、第１給水路（63）の流出端と、第２給水路（64）の流出端とをそ
れぞれ開閉可能に構成される。
【００４９】
　〈温度センサ〉
　タンク（30）の内部には、第１温度センサ（71）と第２温度センサ（72）とが設けられ
る。第１温度センサ（71）は、高温層（H）に対応する上部貯留部（36）に配置される。
第１温度センサ（71）は、上部貯留部（36）における水の温度（第１検出温度（T1））を
検出する。第２温度センサ（72）は、中温層（M）に対応する中間貯留部（35）に配置さ
れる。第２温度センサ（72）は、中間貯留部（35）における水の温度（第２検出温度（T2
））を検出する。
【００５０】
　主加熱流路（47）には、第３温度センサ（73）が設けられる。第３温度センサ（73）は
、主加熱流路（47）における水熱交換器（13）の流出部に設けられる。第３温度センサ（
73）は、水熱交換器（13）の水流路（13b）の出口の水の温度（以下、出口温度（To）と
もいう）を検出する。
【００５１】
　〈コントローラ〉
　コントローラ（25）は、熱源装置（10）及び給湯装置（20）を制御する制御装置である
。コントローラ（25）は、マイクロコンピュータと、該マイクロコンピュータを動作させ
るためのソフトウエアを格納するメモリディバイス（具体的には半導体メモリ）とを有す
る。
【００５２】
　厳密には、コントローラ（25）は、圧縮機（12）、膨張弁（14）、及び室外ファン（16
）を制御する。コントローラ（25）は、ポンプ（21）、第１三方弁（51）、第２三方弁（
52）、第１混合弁（53）、及び第２混合弁（54）を制御する。コントローラ（25）は、給
湯流路（40）を制御することで、各種の運転を切り換える。
【００５３】
　コントローラ（25）は、入力部（26）、設定部（27）、温度判定部（28）、及び需要判
定部（29）を含む。
【００５４】
　入力部（26）には、給湯対象（T）の給湯の需要を示す信号が入力される。例えばユー
ザが操作部を操作することで、操作部から入力部（26）に信号が入力される。
【００５５】
　設定部（27）には、第１設定温度（Ts1）、第２設定温度（Ts2）、給湯設定温度（Ths
）、第１目標温度（To1）、及び第２目標温度（To2）が設定される。第１設定温度（Ts1
）は、タンク（30）の上部貯留部（36）に高温層（H）が存在するか否かを判定するため
の温度である。第２設定温度（Ts2）は、タンク（30）の中間貯留部（35）に中温層（M）
が存在するか否かを判定するための温度である。給湯設定温度（Ths）は、給湯対象（T）
へ供給される水の目標温度である。
【００５６】
　第１設定温度（Ts1）及び第２設定温度（Ts2）は、給湯ユニット（1）の据え付け時に
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予め設定される固定値であってもよい。第１設定温度（Ts1）及び第２設定温度（Ts2）は
、ユーザによって適宜変更できる変動値であってもよい。第１設定温度（Ts1）及び第２
設定温度（Ts2）は、給湯ユニット（1）の日々の使用状況に基づいて、いわゆる学習制御
によって決定される値であってもよい。具体的には、学習制御では、ユーザが使用する給
湯対象（T）の種類や、ユーザが適宜設定する給湯設定温度（Ths）などに基づいて、第１
設定温度（Ts1）及び第２設定温度（Ts2）の最適値が求められる。
【００５７】
　温度判定部（28）は、タンク（30）の貯湯状態を判定する。温度判定部（28）は、第１
検出温度（T1）、第２検出温度（T2）、第１設定温度（Ts1）、及び第２設定温度（Ts2）
に基づいて、タンク（30）の貯湯状態を判定する。この判定方法の詳細は後述する。
【００５８】
　需要判定部（29）は、給湯対象（T）に供給すべき必要熱量（Qd）と、タンク（30）内
の蓄熱量を求める。需要判定部（29）は、これらの指標に基づいて、どの給湯運転を実行
するかを判定する。
【００５９】
　－運転動作－
　給湯ユニット（1）の運転動作について詳細に説明する。給湯ユニット（1）は、貯湯運
転と給湯運転とを実行する。貯湯運転は、水熱交換器（13）で加熱した水をタンク（30）
内に蓄える運転である。貯湯運転は、基本的には給湯対象（T）の需要がない状態で実行
される。貯湯運転では、給湯対象（T）に温水が供給されない。貯湯運転は、詳細な後述
する第１貯湯運転、第２貯湯運転、第３貯湯運転を含む。
【００６０】
　給湯運転は、タンク（30）内の温水、及び水熱交換器（13）で加熱した温水の少なくと
も一方を給湯対象（T）へ供給する運転である。給湯運転は、給湯対象（T）の需要がある
ときに実行される。給湯運転は、詳細は後述する第１給湯運転、第２給湯運転、第３給湯
運転、及び第４給湯運転を含む。
【００６１】
　〈貯湯状態の判定〉
　給湯ユニット（1）では、タンク（30）の貯湯状態が適宜判定される。貯湯運転では、
貯湯状態の判定結果に基づいて各貯湯運転が切り換えられる。貯湯状態の判定方法につい
て、図１～図３を参照しながら説明する。
【００６２】
　貯湯状態の判定は、タンク（30）内の高温貯湯量及び低温貯湯量に基づいて判定される
。具体的には、タンク（30）の貯湯状態は、第１検出温度（T1）、第２検出温度（T2）、
第１設定温度（Ts1）、及び第２設定温度（Ts2）に基づいて判定される。第１設定温度（
Ts1）は、第１検出温度（T1）と比較される設定値である。第１設定温度（Ts1）は、高温
層（H）に対応する高温水の温度（例えば６０℃）に設定される。第２設定温度（Ts2）は
、第２検出温度（T2）と比較される設定値である。第２設定温度（Ts2）は、中温層（M）
に対応する中温水の温度（例えば４０℃）に設定される。温度判定部（28）は、以下のよ
うにして、タンク（30）の貯湯状態が、第１貯湯状態、第２貯湯状態、第３貯湯状態、及
び第４貯湯状態のいずれであるかを判定する。
【００６３】
 ［第１貯湯状態］
　第１検出温度（T1）が第１設定温度（Ts1）未満であり、且つ第２検出温度（T2）が第
２設定温度（Ts2）未満である場合、第１貯湯状態と判定される。第１貯湯状態は、タン
ク（30）の高温貯湯量が不足し、中温貯湯量が不足した状態である。従って、第１貯湯状
態では、タンク（30）内に低温層（L）が形成される。
【００６４】
　［第２貯湯状態]
　第１検出温度（T1）が第１設定温度（Ts1）以上であり、且つ第２検出温度（T2）が第



(36) JP 2020-176832 A 2020.10.29

２設定温度（Ts2）未満である場合、第２貯湯状態と判定される。第２貯湯状態は、タン
ク（30）の高温貯湯量が充足し、中温貯湯量が不足した状態である。従って、第２貯湯状
態では、タンク（30）内に高温層（H）及び低温層（L）が形成される。
【００６５】
　［第３貯湯状態］
　第１検出温度（T1）が第１設定温度（Ts1）未満であり、且つ第２検出温度（T2）が第
２設定温度（Ts2）以上である場合、第３貯湯状態と判定される。第３貯湯状態は、タン
ク（30）の高温貯湯量が不足し、中温貯湯量が充足した状態である。従って、第３貯湯状
態では、タンク（30）内に中温層（M）が形成される。
【００６６】
　［第４貯湯状態］
　第１検出温度（T1）が第１設定温度（Ts1）以上であり、且つ第２検出温度（T2）が第
２設定温度（Ts2）以上である場合、第４貯湯状態と判定される。第４貯湯状態は、タン
ク（30）の高温貯湯量が充足し、中温貯湯量が充足した状態である。従って、第４貯湯状
態では、タンク（30）内に高温層（H）、中温層（M）、及び低温層（L）が形成される。
【００６７】
　〈貯湯運転〉
　貯湯運転について詳細に説明する。貯湯運転は、第１貯湯運転、第２貯湯運転、及び第
３貯湯運転のいずれか実行される。各貯湯運転では、図１に示す熱源装置（10）が運転さ
れ、且つポンプ（21）がＯＮされる。
【００６８】
　貯湯運転中の熱源装置（10）の運転時には、圧縮機（12）が駆動され、膨張弁（14）の
開度が調節される。冷媒回路（11）では、冷凍サイクルが行われる。具体的には、圧縮機
（12）で圧縮された冷媒は、水熱交換器（13）の冷媒流路（13a）を流れる。水熱交換器
（13）では、冷媒流路（13a）の水が水流路（13b）の水に放熱する。その結果、冷媒流路
（13a）の冷媒が凝縮する。水熱交換器（13）で放熱した冷媒は、膨張弁（14）で減圧さ
れた後、空気熱交換器（15）を流れる。空気熱交換器（15）では、冷媒が空気熱交換器（
15）で蒸発する。蒸発した冷媒は、圧縮機（12）に吸入される。
【００６９】
　貯湯運転中の給湯装置（20）では、ポンプ（21）が運転される。タンク（30）内の水は
、水熱交換器（13）で加熱された後、タンク（30）に戻る。
【００７０】
　貯湯運転では、水熱交換器（13）の水流路（13b）を流出した水が所定温度になるよう
に給湯ユニット（1）が制御される。具体的には、貯湯運転では、第３温度センサ（73）
で検出した水流路（13b）の出口温度（To）を目標温度に近づける制御が行われる。具体
的には、出口温度（To）は、熱源装置（10）の加熱能力、水流路（13b）の水の流量に基
づいて調節される。
【００７１】
　［第１貯湯運転］
　給湯対象（T）の需要がない状態において、タンク（30）が第１貯湯状態と判定される
と、図４に示す第１貯湯運転が実行される。換言すると、タンク（30）の高温貯湯量及び
中温貯湯量が不足する状態において、第１貯湯運転が実行される。第１貯湯運転は、低温
水を高温水まで加熱し、加熱した高温水をタンク（30）に蓄える運転である。
【００７２】
　第１貯湯運転では、熱源装置（10）が運転される。第１三方弁（51）が第２状態に、第
２三方弁（52）が第１状態になる。第１混合弁（53）は、流出管（42）及びバイパス流路
（61）の各流出端を閉鎖する。第２混合弁（54）は、第１給水路（63）及び第２給水路（
64）の各流出端を閉鎖する。
【００７３】
　ポンプ（21）が運転されると、タンク（30）内の下部貯留部（34）の低温水が第２加熱
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管（44）に流出する。この水は水熱交換器（13）の水流路（13b）を流れ、高温水にまで
加熱される。第１貯湯運転では、出口温度（To）を第１目標温度（To1）（第１温度）に
近づける制御が行われる。第１目標温度（To1）は、設定部（27）に設定された給湯設定
温度（Ths）以上の所定温度である。第１目標温度（To1）は、設定部（27）に設定された
第１設定温度（Ts）以上の所定温度であるのが好ましい。
【００７４】
　水熱交換器（13）で第１目標温度（To1）まで加熱された高温水は、分岐流路（62）及
び第１戻し管（45）を流れ、タンク（30）の上部貯留部（36）に流入する。
【００７５】
　以上のような第１貯湯運転により、タンク（30）内に高温層（H）が形成されていく。
このようにタンク（30）内に高温水を優先的に溜めることで、給湯対象（T）の給湯の需
要に対応できる。
【００７６】
　［第２貯湯運転］
　給湯対象（T）の需要がない状態において、タンク（30）が第２貯湯状態と判定される
と、図５に示す第２貯湯運転が実行される。換言すると、タンク（30）の高温貯湯量が充
足し、中温貯湯量が不足する状態において、第２貯湯運転が実行される。第２貯湯運転は
、低温水を中温水まで加熱し、加熱した中温水をタンク（30）に蓄える運転である。
【００７７】
　第２貯湯運転では、熱源装置（10）が運転される。第１三方弁（51）が第２状態に、第
２三方弁（52）が第２状態になる。第１混合弁（53）は、流出管（42）及びバイパス流路
（61）の各流出端を閉鎖する。第２混合弁（54）は、第１給水路（63）及び第２給水路（
64）の各流出端を閉鎖する。
【００７８】
　ポンプ（21）が運転されると、タンク（30）内の下部貯留部（34）の低温水が第２加熱
管（44）に流出する。この水は水熱交換器（13）の水流路（13b）を流れ、中温水にまで
加熱される。第２貯湯運転では、出口温度（To）を第２目標温度（To2）（第２温度）に
近づける制御が行われる。第２目標温度（To2）は、設定部（27）に設定された給湯設定
温度（Ths）より低い所定温度である。第２目標温度（To2）は、設定部（27）に設定され
た第２設定温度（Ts）以上の所定温度であるのが好ましい。
【００７９】
　水熱交換器（13）で第２目標温度（To2）まで加熱された中温水は、分岐流路（62）及
び第２戻し管（46）を流れ、タンク（30）の中間貯留部（35）に流入する。
【００８０】
　以上のような第２貯湯運転により、タンク（30）内に中温層（M）が形成されていく。
これにより、タンク（30）内では、高温層（H）、中温層（M）、及び低温層（L）が形成
される。従って、タンク（30）の貯湯状態を速やかに第４貯湯状態（図３を参照）に移行
させることができる。
【００８１】
　［第３貯湯運転］
　給湯対象（T）の需要がない状態において、タンク（30）が第３貯湯状態と判定される
と、図６に示す第３貯湯運転が実行される。換言すると、タンク（30）の高温貯湯量が不
足し、中温貯湯量が充足する状態において、第３貯湯運転が実行される。第３貯湯運転は
、中温水を高温水まで加熱し、加熱した高温水をタンク（30）に蓄える運転である。
【００８２】
　第３貯湯運転では、熱源装置（10）が運転される。第１三方弁（51）が第１状態に、第
２三方弁（52）が第１状態になる。第１混合弁（53）は、流出管（42）及びバイパス流路
（61）の各流出端を閉鎖する。第２混合弁（54）は、第１給水路（63）及び第２給水路（
64）の各流出端を閉鎖する。
【００８３】
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　ポンプ（21）が運転されると、タンク（30）内の中間貯留部（35）の中温水が第１加熱
管（43）に流出する。この水は水熱交換器（13）の水流路（13b）を流れ、高温水にまで
加熱される。第３貯湯運転では、出口温度（To）を第１目標温度（To1）（第１温度）に
近づける制御が行われる。
【００８４】
　水熱交換器（13）で第１目標温度（To1）まで加熱された高温水は、分岐流路（62）及
び第１戻し管（45）を流れ、タンク（30）の上部貯留部（36）に流入する。
【００８５】
　以上のような第３貯湯運転により、タンク（30）内に高温層（H）が形成されていく。
これにより、タンク（30）内では、高温層（H）、中温層（M）、及び低温層（L）が形成
される。従って、タンク（30）の貯湯状態を速やかに第４貯湯状態（図３を参照）に移行
させることができる。
【００８６】
　〈給湯運転〉
　給湯運転について詳細に説明する。給湯運転では、第１給湯運転、第２給湯運転、第３
給湯運転、及び第４給湯運転のいずれかが実行される。各給湯運転は、給湯対象（T）の
需要を示す信号が、コントローラ（25）の入力部（26）に入力されると実行される。各給
湯運転では、少なくとも水源（S）の水圧によって、温水が給湯対象（T）へ供給される。
【００８７】
　各給湯運転は、給湯対象（T）に供給される供給水の水温が給湯設定温度（Ths）に近づ
くように給湯ユニット（1）が制御される。具体的には、供給水の水温は、バイパス流路
（61）の水の流量、及び流出管（42）の水の流量に基づいて調節される。加えて、供給水
の水温は、第１給水路（63）の水の流量、第２給水路（64）の水の流量に基づいて調節さ
れる。バイパス流路（61）及び流出管（42）の各水の流量は、第１混合弁（53）によって
調節される。第１給水路（63）及び第２給水路（64）の各水の流量は、第２混合弁（54）
によって調節される。
【００８８】
　加えて、第１給湯運転、第３給湯運転、及び第４給湯運転では、上述した貯湯運転と同
様、水熱交換器（13）の水流路（13b）の出口温度（To）を目標温度に近づける制御が行
われる。
【００８９】
　[第１給湯運転］
　図７に示す第１給湯運転は、タンク（30）内の中温水を高温水まで加熱し、加熱した高
温水を給湯対象（T）へ供給する運転である。第１給湯運転は、基本的にはタンク（30）
が第３貯湯状態であるときに実行される。
【００９０】
　第１給湯運転は、タンク（30）内の蓄熱量（Qa）だけでは給湯対象（T）の需要を満た
すことができないときに実行される。具体的には、需要判定部（29）によって、蓄熱量（
Qa）が必要熱量（Qd）よりも低いと判定されると第１給湯運転が実行される。
【００９１】
　なお、需要判定部（29）によって、給湯対象（T）の必要熱量（Qd）が予測できない条
件下において、第１給湯運転を実行してもよい。
【００９２】
　また、蓄熱量（Qa）が必要熱量（Qd）を満たしていなくても、高温水がある場合は、タ
ンク（30）内の高温水を流出管（42）から給湯対象（T）へ供給してもよい。
【００９３】
　蓄熱量（Qa）は、タンク（30）内の温水の蓄熱量である。蓄熱量（Qa）は、第１検出温
度（T1）及び第２検出温度（T2）に基づいて求められる。蓄熱量（Qa）をより正確に求め
るために、タンク（30）内に３つ以上の温度センサを設けてもよい。
【００９４】
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　必要熱量（Qd）は、給湯対象（T）の給湯の需要を満たすために必要な供給水の総熱量
である。必要熱量（Qd）は、給湯対象（T）から給湯の需要があった際の給湯対象（T）の
種類に基づいて求められる。
【００９５】
　第１給湯運転では、ポンプ（21）がＯＮされ、第１三方弁（51）が第１状態となり、第
２三方弁（52）が第２状態となる。第１混合弁（53）は、流出管（42）の流出端とバイパ
ス流路（61）の流出端とを開放する。第２混合弁（54）は、少なくとも第１給水路（63）
の流出端を開放する。
【００９６】
　ポンプ（21）が運転されると、タンク（30）内の中温層（M）の中温水が第１加熱管（4
3）に流出する。この際、水源（S）の低温水が流入管（41）を介してタンク（30）の下部
貯留部（34）に適宜供給される。第１加熱管（43）の中温水は、水熱交換器（13）の水流
路（13b）を流れ、高温水にまで加熱される。第１給湯運転では、出口温度（To）を上述
した第１目標温度（To1）（第１温度）に近づける制御が行われる。
【００９７】
　水熱交換器（13）で第１目標温度（To1）まで加熱された高温水は、少なくともバイパ
ス流路（61）に送られる。
【００９８】
　一方、タンク（30）内の高温層（H）の高温水は、流出管（42）に送られる。バイパス
流路（61）の高温水と、流出管（42）の高温水とは、第１混合弁において混合される。第
１混合弁（53）で混合された水は、第１給水路（63）、主給水路（65）を順に流れ、給湯
対象（T）へ供給される。
【００９９】
　図７に示すように、水熱交換器（13）で加熱された高温水の一部がバイパス流路（61）
に供給される場合、残りの高温水は分岐流路（62）及び第１戻し管（45）を介してタンク
（30）の上部貯留部（36）に戻される。このため、高温水を給湯対象（T）へ供給しなが
ら、タンク（30）内に高温水を蓄えることができる。
【０１００】
　一方、水熱交換器（13）で加熱された高温水の全部がバイパス流路（61）に供給される
場合、上部貯留部（36）に高温水は供給されない。このように、第１給湯運転では、水熱
交換器（13）で加熱された高温水のうちバイパス流路（61）を流れない余剰の高温水がタ
ンク（30）へ戻される。
【０１０１】
　第１給湯運転は、第３貯湯運転（図６を参照）において、給湯対象（T）の需要を示す
信号が入力部（26）に入力されたときにも実行される。第３貯湯運転は、水熱交換器（13
）において中温水を高温水に加熱する運転である。第３貯湯運転において、第１混合弁（
53）の開度を調節し、バイパス流路（61）に高温水を送ることで、第３貯湯運転から第１
給湯運転へ移行できる。従って、給湯流路（40）の水の流れを大きく変更することなく、
第３貯湯運転から第１給湯運転に移行できる。
【０１０２】
　以上のように、第１給湯運転は、タンク（30）の中温層（M）の中温水を水熱交換器（1
3）で高温水まで加熱し、加熱した高温水を給湯対象（T）へ供給する動作を含む。
【０１０３】
　仮に低温水を水熱交換器（13）で高温水まで加熱する場合、水熱交換器（13）の水流路
（13b）の入口と出口の水の温度差が大きくなる。このため、低温水を高温水にまで加熱
するためには、水流路（13b）の水の流量を減らす必要があり、給湯対象（T）へ十分な量
の高温水を供給できなくなる場合がある。あるいは、水熱交換器（13）の水流路（13b）
の水の流量を確保するために、水熱交換器（13）を大きしたり、熱源装置（10）の加熱能
力を増大したりする必要がある。
【０１０４】
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　これに対し、第１給湯運転では、中温水を高温水まで加熱するため、水熱交換器（13）
の水流路（13b）の入口側と出口側の水の温度差は比較的小さい。このため、水熱交換器
（13）の水流路（13b）の水の流量を確保でき、給湯対象（T）へ十分な量の高温水を供給
できる。水熱交換器（13）が大きくなることもない。
【０１０５】
　給湯ユニット（1）では、上述した貯湯運転において、低温水を中温水まで加熱し、第
１給湯運転において、中温水を高温水まで加熱する。これにより、本実施形態では、水熱
交換器（13）において低温水を高温水まで加熱する場合と比較して、熱源装置（10）のＣ
ＯＰ（成績係数）を向上できる。例えば水熱交換器（13）において、１０℃の低温水を６
５℃の高温水まで加熱する場合のＣＯＰをＣ１とする。水熱交換器（13）において、１０
℃の低温水を４０℃の中温水まで加熱する場合のＣＯＰをＣ２とする。４０℃の中温水を
６５℃の高温水まで加熱する場合のＣＯＰをＣ３とする。Ｃ２とＣ３の平均値をＣ４とす
る。Ｃ４は、水熱交換器（13）において低温水を中温水まで加熱し、次いで中温水を高温
水まで加熱する、いわゆる２段階加熱による平均のＣＯＰである。
【０１０６】
　試算結果より、本実施形態のＣＯＰ（Ｃ４）は、Ｃ１に対して約１１％のＣＯＰの改善
効果が得られることがわかった。
【０１０７】
　第１給湯運転では、加熱された高温水がバイパス流路（61）を介して給湯対象（T）へ
供給される。換言すると、加熱された高温水はタンク（30）をバイパスして給湯対象（T
）へ供給される。仮に、大量の高温水をタンク（30）に戻すと、タンク（30）内の高温層
（H）の放熱ロスが多くなる。高温水の熱がタンク（30）外部へ放出され易くなるからで
ある。加えて、高温水の熱が中温層（M）や低温層（L）に移動し易くなるからである。
【０１０８】
　これに対し、第１給湯運転では、加熱された高温水が、タンク（30）をバイパスするた
め、上記のような放熱ロスを抑制できる。
【０１０９】
　［第２給湯運転］
　図８に示す第２給湯運転は、タンク（30）内の中温水を加熱せずに給湯対象（T）へ供
給する運転である。第２給湯運転は、基本的にはタンク（30）が第４貯湯状態であるとき
に実行される。第４貯湯状態において第２給湯運転が実行される場合、タンク（30）内の
高温水も給湯対象（T）へ供給される。なお、第２給湯運転は、タンク（30）内の中間貯
留部（35）に中温層（M）が存在する状態であれば、第４貯湯状態でないときに実行する
こともできる。
【０１１０】
　第２給湯運転は、給湯対象（T）の必要熱量（Qd）が比較的小さいときに実行される。
具体的には、例えば給湯対象（T）である蛇口やシャワーのみに温水を供給する場合、第
２給湯運転が実行される。
【０１１１】
　第２給湯運転では、熱源装置（10）が停止し、ポンプ（21）がＯＦＦされ、第１三方弁
（51）が第２状態となり、第２三方弁（52）が第２状態となる。第１混合弁（53）は、流
出管（42）の流出端とバイパス流路（61）の流出端とを開放する。第２混合弁（54）は、
少なくとも第１給水路（63）の流出端を開放する。
【０１１２】
　第２給湯運転では、水源（S）と給湯対象（T）との差圧により、給湯流路（40）の水が
搬送される。タンク（30）内の中温層（M）の中温水が第２戻し管（46）を流れる。第２
給湯運転の第２戻し管（46）の水の流れの方向は、詳細は後述する第３給湯運転の第２戻
し管（46）の水の流れの方向と逆である。第２戻し管（46）の中温水は、バイパス流路（
61）に送られる。
【０１１３】
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　一方、タンク（30）内の高温層（H）の高温水は、流出管（42）に送られる。バイパス
流路（61）の中温水と、流出管（42）の高温水とは、第１混合弁（53）において混合され
る。両者の水の混合比率を調節することで、混合水の温度を調節できる。第１混合弁（53
）で混合された水は、第１給水路（63）、及び主給水路（65）を順に流れ、給湯対象（T
）へ供給される。
【０１１４】
　以上のように、第２給湯運転では、第２戻し管（46）が中温水を給湯対象（T）へ送る
ための流路として利用される。換言すると、第２戻し管（46）は、詳細は後述する第３給
湯運転において水をタンクへ戻すための流路と、第２給湯運転において水を給湯対象（T
）へ供給するための流路とを兼用する。従って、給湯流路（40）を簡素化できる。
【０１１５】
　［第３給湯運転］
　図９に示す第３給湯運転は、タンク（30）内の低温水を中温水まで加熱し、加熱した中
温水を給湯対象（T）へ供給する運転である。第３給湯運転は、タンク（30）が第４貯湯
状態、又は第２貯湯状態であるときに実行される。第４貯湯状態又は第２貯湯状態におい
て第３給湯運転が実行される場合、タンク（30）内の高温水も給湯対象（T）へ供給され
る。
【０１１６】
　第３給湯運転は、タンク（30）内の蓄熱量（Qa）によって給湯対象（T）の需要を満た
すことができ、且つ第２給湯運転よりも給湯対象（T）の必要熱量（Qd）が大きいときに
実行される。
【０１１７】
　第３給湯運転では、ポンプ（21）がＯＮされ、第１三方弁（51）が第２状態となり、第
２三方弁（52）が第２状態となる。第１混合弁（53）は、流出管（42）の流出端とバイパ
ス流路（61）の流出端とを開放する。第２混合弁（54）は、少なくとも第１給水路（63）
の流出端を開放する。
【０１１８】
　ポンプ（21）が運転されると、タンク（30）内の低温層（L）の低温水が第２加熱管（4
4）に流出する。この際、水源（S）の低温水が流入管（41）を介してタンク（30）の下部
貯留部（34）に適宜供給される。第２加熱管（44）の低温水は、水熱交換器（13）の水流
路（13b）を流れ、中温水にまで加熱される。第３給湯運転では、出口温度（To）を上述
した第２目標温度（To2）（第２温度）に近づける制御が行われる。
【０１１９】
　水熱交換器（13）で第２目標温度（To2）まで加熱された中温水は、少なくともバイパ
ス流路（61）に送られる。
【０１２０】
　一方、タンク（30）内の高温層（H）の高温水は、流出管（42）に送られる。バイパス
流路（61）の中温水と、流出管（42）の高温水とは、第１混合弁において混合される。第
１混合弁（53）で混合された水は、第１給水路（63）、主給水路（65）を順に流れ、給湯
対象（T）へ供給される。
【０１２１】
　図９に示すように、水熱交換器（13）で加熱された中温水の一部がバイパス流路（61）
に供給される場合、残りの中温水は分岐流路（62）及び第２戻し管（46）を介してタンク
（30）の中間貯留部（35）に戻される。このため、中温水を給湯対象（T）へ供給しなが
ら、タンク（30）内に中温水を蓄えることができる。
【０１２２】
　一方、水熱交換器（13）で加熱された中温水の全部がバイパス流路（61）に供給される
場合、中間貯留部（35）に中温水は供給されない。このように、第３給湯運転では、水熱
交換器（13）で加熱された中温水のうちバイパス流路（61）を流れない余剰の中温水がタ
ンク（30）へ戻される。
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【０１２３】
　第３給湯運転は、第２貯湯運転（図５を参照）において、給湯対象（T）の需要を示す
信号が入力部（26）に入力されたときにも実行される。第２貯湯運転は、水熱交換器（13
）において低温水を中温水に加熱する運転である。このため、第２貯湯運転において、第
１混合弁（53）の開度を調節し、バイパス流路（61）に中温水を送ることで、第２貯湯運
転から第３給湯運転へ移行できる。従って、給湯流路（40）の水の流れを大きく変更する
ことなく、第２貯湯運転から第３給湯運転に移行できる。
【０１２４】
　以上のように、第３給湯運転は、タンク（30）の低温層（L）の低温水を水熱交換器（1
3）で中温水まで加熱し、加熱した中温水を給湯対象（T）へ供給する動作を含む。このた
め、水熱交換器（13）の入口と出口の水の温度差を小さくでき、給湯対象（T）へ十分な
量の中温水を供給できる。加えて、水熱交換器（13）の大型化、熱源装置（10）の加熱能
力の増大を抑制できる。
【０１２５】
　第３給湯運転では、熱源装置（10）のＣＯＰを第１給湯運転よりも更に向上できる。試
算結果より、水熱交換器（13）において、低温水を中温水まで加熱する場合のＣＯＰ（上
述したＣ２）は、上述した他の条件のＣＯＰ（Ｃ１、Ｃ３，及びＣ４）よりも高いからで
ある。よって、第３給湯運転では、第１給湯運転よりも更に大きなＣＯＰの改善効果を得
ることができる。
【０１２６】
　上述した第２貯湯運転においても、水熱交換器（13）において、低温水を中温水まで加
熱する。よって、第２貯湯運転においても、第３給湯運転と同様、大きなＣＯＰの改善効
果を得ることができる。
【０１２７】
　上述したように、第３給湯運転は、タンク（30）内の蓄熱量（Qa）によって給湯対象（
T）の必要熱量（Qd）を満たすことができるときに実行される。これに対し、第１給湯運
転は、タンク（30）内の蓄熱量（Qa）だけでは給湯対象（T）の必要熱量（Qd）を満たす
ことができないときに実行される。このように、第１給湯運転は、給湯対象（T）から大
きな給湯需要があった場合にのみ実行される。従って、給湯ユニット（1）の通常の運転
では、第３給湯運転の実行時間の割合が、第１給湯運転の実行時間の割合よりも大きくな
る。第３給湯運転のＣＯＰ（Ｃ２）は、第１給湯運転に伴う二段階加熱の平均ＣＯＰ（Ｃ
４）よりも更に高いため、第３給湯運転の実行時間の割合が長くなることで、給湯ユニッ
ト（1）の省エネ性を向上できる。一方で、給湯対象（T）から大きな給湯需要があった場
合には、第１給湯運転を実行することで、このような大きな給湯需要に迅速に対応できる
。
【０１２８】
　［第４給湯運転］
　図１０に示す第４給湯運転は、タンク（30）内の低温水を高温水まで加熱し、加熱した
高温水を給湯対象（T）へ供給する運転である。第４給湯運転は、上述した第１貯湯運転
（図４を参照）において、給湯対象（T）の需要を示す信号が入力部（26）に入力された
ときに実行される。よって、第４給湯運転は、基本的にはタンク（30）が第１貯湯状態（
図３を参照）のときに実行される。
【０１２９】
　第４給湯運転では、ポンプ（21）がＯＮされ、第１三方弁（51）が第２状態となり、第
２三方弁（52）が第１状態となる。第１混合弁（53）は、流出管（42）の流出端を閉鎖し
、バイパス流路（61）の流出端を開放する。第２混合弁（54）は、少なくとも第１給水路
（63）の流出端を開放する。
【０１３０】
　ポンプ（21）が運転されると、タンク（30）内の低温層（L）の低温水が第２加熱管（4
4）に流出する。この際、水源（S）の低温水が流入管（41）を介してタンク（30）の下部
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貯留部（34）に適宜供給される。第２加熱管（44）の低温水は、水熱交換器（13）の水流
路（13b）を流れ、高温水にまで加熱される。第４給湯運転では、出口温度（To）を上述
した第１目標温度（To1）（第１温度）に近づける制御が行われる。
【０１３１】
　水熱交換器（13）で第１目標温度（To1）まで加熱された高温水は、少なくともバイパ
ス流路（61）に送られる。
【０１３２】
　第４給湯運転では、タンク（30）内に高温層（H）及び中温層（M）が形成されない。こ
のため、流出管（42）から第１給水路（63）へ温水が送られることはない。第４給湯運転
では、バイパス流路（61）を流れる高温水だけが給湯対象（T）へ供給される。
【０１３３】
　図１０に示すように、水熱交換器（13）で加熱された高温水の一部がバイパス流路（61
）に供給される場合、残りの高温水は分岐流路（62）及び第１戻し管（45）を介してタン
ク（30）の上部貯留部（36）に戻される。このため、高温水を給湯対象（T）へ供給しな
がら、タンク（30）内に高温水を蓄えることができる。
【０１３４】
　一方、水熱交換器（13）で加熱された高温水の全部がバイパス流路（61）に供給される
場合、上部貯留部（36）に高温水は供給されない。このように、第４給湯運転では、水熱
交換器（13）で加熱された高温水のうちバイパス流路（61）を流れない余剰の高温水がタ
ンク（30）へ戻される。
【０１３５】
　上述した第１貯湯運転は、水熱交換器（13）において低温水を高温水に加熱する運転で
ある。第１貯湯運転において、第１混合弁（53）の開度を調節し、バイパス流路（61）に
高温水を送ることで、第１貯湯運転から第４給湯運転へ移行できる。従って、給湯流路（
40）の水の流れを大きく変更することなく、第１貯湯運転から第４給湯運転に移行できる
。
【０１３６】
　－実施形態の効果－
　実施形態では、水を加熱する水熱交換器（13）と、該水熱交換器（13）で加熱した水を
貯留するタンク（30）とを有する給湯流路（40）を備えた給湯装置（20）であって、給湯
流路（40）は、前記タンク（30）の内部に低温層（L）、中温層（M）、および高温層（H
）を形成した第４貯湯状態において、中温層（M）の水を水熱交換器（13）で第１温度（
第１目標温度（To1））まで加熱して給湯対象（T）へ供給する第１給湯運転を実行するよ
うに構成される。
【０１３７】
　第１給湯運転では、水熱交換器（13）の入口と出口の水の温度差が比較的小さいため、
水熱交換器（13）を流れる水の流量を少なくせずとも、高温水を得ることができる。従っ
て、十分な量の高温水を給湯対象（T）へ供給できる。換言すると、水熱交換器（13）の
能力を増大したり、水熱交換器（13）の大型化を図ることなく、十分な量の高温水を給湯
対象（T）へ供給できる。
【０１３８】
　第１給湯運転では、貯湯運転において生成した中温水を、更に加熱して高温水を得てい
る。このような２段階加熱では、上述したように、低温水を高温水まで加熱する場合と比
較して、熱源装置（10）のＣＯＰを向上できる。従って、給湯装置（20）の省エネルギー
性を向上できる。
【０１３９】
　実施形態では、第１給湯運転は、水熱交換器（13）で第１温度（第１目標温度（To1）
）まで加熱した水を、タンク（30）をバイパスさせて給湯対象（T）へ供給する動作を含
む。
【０１４０】
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　水熱交換器（13）で加熱した後の高温水をタンク（30）に供給すると、放熱ロスが増大
する。具体的には、タンク（30）内の高温水の熱がタンク（30）の外部へ放出したり、該
高温水の熱が中温水や低温水に移動したりする。実施形態では、水熱交換器（13）で加熱
した後の高温水の少なくとも一部がタンク（30）をバイパスするため、このような放熱ロ
スを抑制できる。
【０１４１】
　実施形態では、第１給湯運転は、水熱交換器（13）で第１温度（第１目標温度（To1）
）まで加熱した水を、タンク（30）の高温層（H）を介して給湯対象（T）へ供給する動作
を含む。
【０１４２】
　この動作では、タンク（30）に高温水を戻すことで、給湯対象（T）への高温水の供給
と同時にタンク（30）内に高温水を溜めることができる。加えて、この動作では、バイパ
ス流路（61）に優先的に高温水を流す。余剰の高温水が発生した場合、余剰の高温水を第
１戻し管（45）を介してタンク（30）の高温層（H）に送る。このため、放熱ロスを最小
限に抑えることができる。
【０１４３】
　実施形態では、第１給湯運転は、水熱交換器（13）で加熱した水の少なくとも一部を、
タンク（30）をバイパスさせて給湯対象（T）へ供給すると同時に、タンク（30）の高温
層（H）の水を給湯対象（T）へ供給する動作を含む。
【０１４４】
　この動作では、バイパス流路（61）を流れる高温水と、タンク（30）から流出した高温
水とを混合して給湯対象（T）へ供給するため、十分な量の高温水を給湯対象（T）へ供給
できる。加えて、タンク（30）内の高温水を外部へ流出させることで、この高温水の放熱
ロスを抑制できる。
【０１４５】
　実施形態では、タンク（30）の内部には、高温層（H）に対応する上部貯留部（36）と
、低温層（L）に対応する第２貯留部（34）と、中温層（M）に対応する中間貯留部（35）
とが形成され、給湯流路（40）は、水源（S）と下部貯留部（34）とを連通する流入管（4
1）と、上部貯留部（36）と連通する流出管（42）と、中間貯留部（35）と水熱交換器（1
3）の流入側とを連通する第１加熱管（43）と、水熱交換器（13）の流出側と流出管（42
）の流出端とを連通するバイパス管（61）と、水熱交換器（13）の流出側と上部貯留部（
36）とを連通する第１戻し管（45）と、流出管（42）及びバイパス流路（61）の各流量を
少なくとも調節する第１混合弁（53）とを有する。
【０１４６】
　この構成により、第１給湯運転を実現できる。第１給湯運転では、第１混合弁（53）の
調節により、バイパス流路（61）の水の流量、流出管（42）の水の流量を調節できる。バ
イパス流路（61）の流出端の開閉したり、流出管（42）の流出端を開閉したりできる。バ
イパス流路（61）の水の流量を調節することで、第１戻し管（45）の水の流量を間接的に
調節できる。バイパス流路（61）の水の流量を調節することで、水熱交換器（13）を流れ
る水の流量を間接的に調節できる。水熱交換器（13）を流れる水の流量を調節することで
、水熱交換器（13）を流出する水の温度（出口温度（To））を調節できる。
【０１４７】
　実施形態では、給湯流路（40）は、水熱交換器（13）の流出側と中間貯留部（35）とを
連通する第２戻し管（46）と、下部貯留部（34）と水熱交換器（13）の流入側とを連通す
る第２加熱管（44）と、水熱交換器（13）の流入側と、第１加熱管（43）及び第２加熱管
（44）の一方の連通状態を相互に切り換える第１三方弁（51）と、水熱交換器（13）の流
出側と、第１戻し管（45）及び第２戻し管（46）の一方の連通状態を相互に切り換える第
２三方弁（52）とを有する。
【０１４８】
　この構成により、上述した第１給湯運転、第２給湯運転、第３給湯運転、及び第４給湯
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運転を切り換えて実行できる。加えて、上述した第１貯湯運転、第２貯湯運転、及び第３
貯湯運転を切り換えて実行できる。
【０１４９】
　実施形態では、給湯流路（40）は、中間貯留部（35）の中温層（M）の水を第２戻し管
（46）、及びバイパス流路（61）を介して給湯対象（T）へ供給すると同時にタンク（30
）の高温層（H）の水を給湯対象（T）へ供給する第２給湯運転を実行するように構成され
る。
【０１５０】
　第２給湯運転では、熱源装置（10）を停止しながら、中温水を給湯対象（T）へ供給で
きる。第２給湯運転では、図８に示すように、第２戻し管（46）、バイパス流路（61）を
経由して中温水が給湯対象（T）へ供給される。第２戻し管（46）は、第２貯湯運転及び
第３給湯運転において、加熱部（13）で中温水をタンク（30）へ送る流路を兼用する。従
って、給湯流路（40）の配管の数を減らすことができる。
【０１５１】
　実施形態では、給湯流路（40）は、第２貯留部（34）の低温層（L）の水を加熱部（13
）で第１温度よりも低い第２温度まで加熱して給湯対象（T）へ供給すると同時にタンク
（30）の高温層（H）の水を給湯対象（T）へ供給する第３給湯運転を実行するように構成
される。
【０１５２】
　第３給湯運転では、タンク（30）が第２貯湯状態や第４貯湯状態であるときに、給湯対
象（T）に中温水を供給できる。加熱部（13）において低温水を中温水まで加熱する場合
、上述したように熱源装置（10）のＣＯＰを向上できる。
【０１５３】
　実施形態では、第３給湯運転は、加熱部（13）で加熱した水の一部を中間貯留部（35）
の中温層（M）へ戻す動作を含む。
【０１５４】
　この動作では、給湯対象（T）に中温水を供給しながら、タンク（30）内に中温水を溜
めることができる。
【０１５５】
　実施形態では、給湯対象（T）の必要熱量と、タンク（30）の蓄熱量とに基づいて、第
１給湯運転及び前記第３給湯運転のいずれを実行するか判定する需要判定部（29）を備え
ている。
【０１５６】
　具体的には、需要判定部（29）は、蓄熱量（Qa）が必要熱量（Qd）よりも低いと判定す
ると第１給湯運転を実行させる。第１給湯運転は、加熱部（13）によって中温水を高温水
に加熱するため、タンク（30）の蓄熱量（Qa）が不足していても、十分な高温水を給湯対
象（T）へ供給できる。
【０１５７】
　需要判定部（29）は、蓄熱量（Qa）が必要熱量（Qd）以上と判定すると、第３給湯運転
を実行させる。これにより、給湯対象（T）の需要を充足させながら、ＣＯＰの高い運転
を実行できる。
【０１５８】
　実施形態では、給湯流路（40）は、第２貯留部（34）の低温層（L）の水を加熱部（13
）で第１温度まで加熱して給湯対象（T）へ供給する第４給湯運転を実行するように構成
される。
【０１５９】
　第４給湯運転では、タンク（30）内に高温水がない状況において、給湯対象（T）に高
温水を供給できる。
【０１６０】
　－実施形態の変形例－



(46) JP 2020-176832 A 2020.10.29

　図１１に示す変形例は、上記実施形態の給湯流路（40）において、第２給水路（64）、
第３給水路（66）、及び第３混合弁（55）が追加されている。
【０１６１】
　第２給水路（64）は、タンク（30）の中間貯留部（35）と主給水路（65）の流入端とを
連通する。第２給水路（64）の一端は、タンク（30）の中間貯留部（35）に接続される。
第２給水路（64）の他端は、第２混合弁（54）に接続される。第２給水路（64）は、その
上流側のタンク側給水路（64a）と、その下流側の給湯側給水路（64b）とで構成される。
タンク側給水路（64a）の流出端、及び給湯側給水路（64b）の流入端は、第３混合弁（55
）に接続される。
【０１６２】
　第３給水路（66）は、流入管（41）と第２給水路（64）とを連通する。第３給水路（66
）の流出端は、第３混合弁（55）に接続される。
【０１６３】
　変形例では、第２混合弁（54）及び第３混合弁（55）が、第２給水路（64）の流量を調
節する第２調節機構を構成する。具体的には、第２混合弁（54）を調節することで、第１
給水路（63）の水の流量、及び給湯側給水路（64b）の水の流量が調節される。第３混合
弁（55）を調節することで、タンク側給水路（64a）の水の流量、及び第３給水路（66）
の水の流量が調節される。第３混合弁（55）は、タンク側給水路（64a）の流出端、及び
第３給水路（66）の流出端を開閉する。
【０１６４】
　－給湯運転－
　変形例の給湯運転は、基本的には、上述した実施形態と同様である。変形例の第１給湯
運転、第２給湯運転、及び第３給湯運転では、タンク（30）の中間貯留部（35）の中温層
（M）の中温水を、第２給水路（64）を経由して給湯対象（T）へ供給できる。この際、水
源（S）の低温水を第３給水路（66）を経由して第２給水路（64）に供給できる。この場
合、第３混合弁（55）において、中温水と低温水とが混合される。
【０１６５】
　図１２に示す第１給湯運転では、中温層（M）の中温水が加熱部（13）で高温水に加熱
される。このため、上述した実施形態の第１給湯運転（図７を参照）では、中温水を直接
的に給湯対象（T）へ供給することができない。これに対し、変形例の第１給湯運転では
、中温層（M）の中温水を水熱交換器（13）で高温水まで加熱しながら、中温層（M）の中
温水を第２給水路（64）を経由して給湯対象（T）へ供給できる。変形例では、第２混合
弁（54）及び第３混合弁（55）の開度を調節することで、実質的には、高温水、中温水、
及び低温水の混合比率を調節できる。従って、給湯対象（T）へ供給する水の温度の微調
整が可能となる。
【０１６６】
　《その他の実施形態》
　上述した実施形態、及び変形例においては、以下のような構成としてもよい。
【０１６７】
　上記タンク（30）に３つ以上の温度センサを設けてもよい。各温度センサの検出値の差
分に基づいて、タンク（30）の貯湯状態を判定するようにしてもよい。
【０１６８】
　第１調節機構（53）、第２調節機構（54）、及び第３調節機構（55）の少なくとも１つ
は、混合弁でなくてもよい。これらの調節機構（53,54,55）に代えて、流量調節弁、電磁
開閉弁、三方弁などを組み合わせてもよい。
【０１６９】
　水を加熱する加熱部は、ヒータなどの別の手段であってもよい。熱源装置（10）は、Ｃ
Ｏ２を冷媒とし、冷媒の高圧圧力が臨界圧力以上となる、超臨界サイクルを行うものであ
ってもよい。
【０１７０】
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　以上、実施形態および変形例を説明したが、特許請求の範囲の趣旨および範囲から逸脱
することなく、形態や詳細の多様な変更が可能なことが理解されるであろう。また、以上
の実施形態、変形例、その他の実施形態は、本開示の対象の機能を損なわない限り、適宜
組み合わせたり、置換したりしてもよい。以上に述べた「第１」、「第２」、「第３」…
という記載は、これらの記載が付与された語句を区別するために用いられており、その語
句の数や順序までも限定するものではない。
【産業上の利用可能性】
【０１７１】
　本開示は、給湯装置について有用である。
【符号の説明】
【０１７２】
　　１０　　　給湯装置
　　１３　　　水熱交換器（加熱部）
　　２９　　　判定部（需要判定部）
　　３０　　　タンク
　　３４　　　第２貯留部
　　３５　　　中間貯留部
　　３６　　　第１貯留部
　　４０　　　給湯流路
　　４１　　　流入管（流入流路）
　　４２　　　流出管（流出流路）
　　４３　　　第１加熱管（第１加熱流路）
　　４４　　　第２加熱管（第２加熱流路）
　　４５　　　第１戻し管（第１戻し流路）
　　４６　　　第２戻し管（第２戻し流路）
　　５１　　　第１切換機構（第１三方弁）
　　５２　　　第２切換機構（第２三方弁）
　　５３　　　第１調節機構（第１混合弁）
　　５４　　　第２調節機構（第２混合弁）
　　５５　　　第２調節機構（第３混合弁）
　　６１　　　バイパス管（バイパス流路）
　　６３　　　第１給水路
　　６４　　　第２給水路
　　６５　　　主給水路
　　６６　　　第３給水路
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水を加熱する加熱部（13）と、該加熱部（13）で加熱した水を貯留するタンク（30）と
を有する給湯流路（40）を備えた給湯装置であって、
　前記給湯流路（40）は、前記タンク（30）の内部に低温層（L）、中温層（M）、および
高温層（H）を形成した貯湯状態において、前記中温層（M）の水を前記加熱部（13）で第
１温度まで加熱して給湯対象（T）へ供給する第１給湯運転を実行するように構成され、
　前記第１給湯運転は、前記加熱部（13）で前記第１温度まで加熱した水を、前記タンク
（30）をバイパスさせて前記給湯対象（T）へ供給する動作を含むことを特徴とする給湯
装置。
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【請求項２】
　請求項１において、
　前記第１給湯運転は、前記加熱部（13）で前記第１温度まで加熱した水の一部を、前記
タンク（30）をバイパスさせて前記給湯対象（T）へ供給すると同時に、該加熱した水の
残りを前記タンク（30）の高温層（H）へ送る動作を含むことを特徴とする給湯装置。
【請求項３】
　請求項１又は２において、
　前記第１給湯運転は、前記加熱部（13）で前記第１温度まで加熱した水を、優先的に前
記タンク（30）をバイパスさせて前記給湯対象（T）へ供給すると同時に、該加熱した水
が余る場合に余った水を前記タンク（30）の高温層（H）へ送る動作を含むことを特徴と
する給湯装置。
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